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古
代
ロ
ー
マ
の
占
有
訴
訟
を
我
々
に
伝
え
る
一
級
の
史
料
で
あ
る
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
を
巡
っ
て
は
、
本
邦
内
外
で
、
近
年
も
活
発
な

(
1
)
 

議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
ロ
ー
マ
法
源
と
同
様
、
中
世
以
降
の
欧
州
で
（
も
）
こ
の
史
料
は
検
討
対
象
と
な
り
、
そ
の
成
果
た
る

序

論

〔
不
動
産
占
有
回
復
〕

目

次

一

序

論

ニ
ラ
プ
ル
ー
ナ
に
よ
る
暴
力
論
と
三
区
分

三
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
と
「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
」
の
同
視

四
暴
力
合
意
へ
の
違
背
と
、
被
駆
逐
者
に
よ
る
暴
力
特
示
命
令
申
請

五
特
示
命
令
後
続
手
続
に
お
け
る
被
告
た
る
駆
逐
者
に
よ
る
「
防
い
だ
・
追
い
返
し
た
」
旨
の
主
張

六
キ
ケ
ロ
ー
法
廷
弁
論
及
び
学
説
彙
纂
に
お
け
る
回
復
義
務

七

結

語

m
o
r
i
b
u
s
 
d
e
d
u
c
t
i
o」

佐

々

木
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<
i

特
示
命
令

u
n
d
e
 

古
代
ロ
ー
マ
占
有
訴
訟
に
お
け
る

「
慎
習
に
よ
る
駆
逐
と
暴
力

健
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で
あ
る
。

(
2
)

（

3
)
 

文
献
を
現
代
の
眼
か
ら
研
究
す
る
「
中
（
近
）
世
ロ
ー
マ
法
学
」
に
よ
る
分
析
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
他
方
で
本
稿
は
、
旧
稿
に
続
く
古
代

ロ
ー
マ
特
示
命
令
研
究
の
一
環
と
し
て
、
同
史
料
に
新
た
な
光
を
当
て
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、

(
4
)
 

し
た
問
い
に
関
す
る
自
ら
の
回
答
で
も
あ
り
、
他
方
で
は
法
廷
弁
論
を
通
じ
て
往
時
の
法
実
務
を
再
現
し
考
察
す
る
別
の
試
み
に
と
っ
て
の

一
里
塚
と
も
な
ろ
う
。

(5) 

と
こ
ろ
で
、
特
示
命
令
研
究
に
と
っ
て
占
有
訴
訟
が
有
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ
る
通
り
、
公
有
地
占
有
を
保
護
す
る
に

「
所
有
」
類
似
の
権
原
を
被
侵
奪
者
に
は
求
め
得
な
か
っ
た
と
い
う
特
示
命
令
の
起
源
に
関
す
る
理
解
が
一
方
で
存
在
す
る
。
我
が
民
法
典

（
一
九
七
条
以
下
）
に
規
定
す
る
占
有
訴
権
と
淵
源
か
ら
し
て
密
接
に
連
関
す
る
こ
の
側
面
は
、
規
定
な
き
「
物
権
的
請
求
権
」
と
し
て
の

返
還
請
求
（
及
び
妨
害
排
除
請
求
）
を
根
拠
付
け
る
「
所
有
」
概
念
と
の
関
連
で
、
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
を
検
討
す
る
に
際
し
て
も
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
私
的
所
有
を
観
念
し
得
な
い
公
有
地
な
れ
ば
こ
そ
必
要
と
さ
れ
た
筈
の
占
有
保
護
手
段
た
る
特
示
命
令
は
、
や
が
て
私
有

地
に
も
適
用
範
囲
を
拡
大
し
た
。
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
を
主
史
料
と
し
て
我
々
に
伝
わ
る
事
件
（
以
下
で
は
本
件
と
表
記
す
る
）
の
係
争
物

は
、
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
が
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
旨
を
主
張
し
、
被
告
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
は
競
落
し
た
旨
を
主
張
す
る
農
場
で
あ
り
、
公
有

(
6
)
 

地
で
は
な
い
。
事
件
の
概
要
は
本
稿
で
は
概
略
を
示
す
に
留
め
る
が
、
被
告
に
よ
っ
て
本
件
訴
訟
に
先
立
ち
通
告
さ
れ
た
（
本
権
訴
訟
た
る
）

所
有
物
取
戻
訴
訟
を
謂
わ
ば
回
避
し
て
、
占
有
訴
訟
に
よ
り
一
旦
の
決
着
を
見
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
両
当
事
者
間
に
一
応
の
合
意
が

成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
（
占
有
）
訴
訟
に
注
目
し
て
も
、
特
示
命
令
起
源
論
に
寄
与
す
る
こ
と
は
殆
ど
皆
無
で
あ
る
。
本

稿
は
寧
ろ
、
射
程
の
変
遷
・
展
開
論
と
し
て
、
し
か
も
、
既
に
私
有
地
へ
の
適
用
が
疑
わ
れ
（
争
わ
れ
）
な
い
時
期
に
、
如
何
な
る
手
続
が

実
態
と
し
て
行
わ
れ
、
如
何
な
る
社
会
的
機
能
を
果
た
し
た
の
か
を
解
明
す
る
課
題
に
対
す
る
答
案
の
、
し
か
し
極
一
部
を
な
す
べ
き
覚
書

但
し
、
特
記
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
本
件
訴
訟
で
は
、
（
「
日
常
的
cottidiana
」
と
形
容
さ
れ
る
）
通
常
暴
力
か
ら
区
別
さ
れ
た
「
武
装
糾
合

暴
力
」
の
行
使
が
問
題
と
な
り
、
直
接
の
訴
訟
物
は
、
当
該
暴
力
行
使
が
果
た
し
て
発
令
済
み
特
示
命
令
に
言
う
「
汝
、
原
状
回
復
せ
よ

一
方
で
は
先
行
研
究
に
対
し
書
評
の
形
で
発
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(
7
)
 

restituas
」
と
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
（
こ
の
認
定
に
基
づ
き
誓
約
金
支
払
い
を
内
容
と
す
る
金
銭
給

付
判
決
が
下
さ
れ
た
）
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
種
の
暴
力
を
区
別
す
る
意
義
は
、
古
代
ロ
ー
マ
法
に
関
し
て
は
後
述
の
通
り
、
当
事

者
に
よ
る
占
有
そ
れ
自
体
を
不
問
と
す
る
点
に
も
求
め
ら
れ
る
が
、
他
方
で
日
本
民
法
第
二

0
0
条
第
二
項
に
も
見
出
さ
れ
る
「
侵
奪
」
な

(
8
)
 

る
「
瑕
疵
」
の
承
継
・
不
承
継
を
巡
っ
て
は
、
武
装
糾
合
暴
力
に
よ
る
と
き
は
「
そ
の
他
の
承
継
人
」
も
被
告
と
な
る
点
に
も
認
め
ら
れ
よ

う
。
し
か
し
本
稿
が
主
題
と
す
る
の
は
、
二
種
の
暴
力
に
関
す
る
区
別
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
本
件
訴
訟
に
至
っ
て
武
装
糾
合
暴
力
行
使
者

た
る
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
側
が
繰
り
出
す
「
私
は
追
い
出
し
た
（
駆
逐
し
た
）
の
で
は
な
い
、
追
い
払
っ
た
の
だ

non
deieci, 
s
e
d
 reie, 

(
9
)
 
ci
」
な
る
弁
解
を
こ
そ
、
検
討
素
材
と
す
る
。
こ
の
問
題
設
定
を
正
当
化
し
説
明
す
る
に
は
、
迂
遠
な
が
ら
、
事
件
概
要
に
触
れ
ざ
る
を
得

そ
こ
で
、
本
稿
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
限
り
で
、
本
件
の
特
殊
性
と
概
略
と
を
事
件
の
経
緯
か
ら
予
め
摘
記
し
て
お
き
た
い
。

原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
は
、
亡
き
妻
カ
エ
セ
ン
ニ
ア
の
主
た
る
遺
言
指
定
相
続
人
と
し
て
、
資
産
の
大
部
分
を
承
継
し
た
と
主
張
す
る
。
被
告
ア

(10) 

ェ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
原
告
の
相
続
資
格
自
体
を
争
う
よ
う
で
あ
る
が
、
原
告
を
弁
護
し
た
キ
ケ
ロ
ー
の
残
し
た
書
簡
か
ら
原
告
勝
訴
が
推
測
さ

れ
る
。
被
告
も
僅
少
な
割
合
な
が
ら
同
じ
く
遺
言
指
定
相
続
人
で
あ
る
が
、
被
相
続
人
か
ら
当
該
農
場
の
賃
料
を
小
作
人
か
ら
受
領
す
る
執

事
で
あ
っ
た
。
女
主
力
工
セ
ン
ニ
ア
は
息
子
の
死
亡
に
際
し
遺
贈
履
行
に
必
要
な
現
金
を
農
場
競
売
か
ら
得
る
た
め
執
事
で
あ
っ
た
被
告
ア

ェ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
に
競
落
を
委
任
し
て
い
た
。
そ
こ
で
被
告
は
、
当
該
農
場
が
自
己
資
金
で
競
落
・
買
得
し
た
も
の
で
あ
る
旨
を
主
張
す
る
。

小
作
人
か
ら
受
領
し
た
賃
料
を
カ
エ
セ
ン
ニ
ア
に
交
付
し
た
の
は
、
前
夫
フ
ル
キ
ニ
ウ
ス
が
遺
言
で
用
益
権
を
彼
女
に
設
定
し
た
か
ら
で
あ

っ
て
、
そ
の
死
亡
に
よ
り
当
然
に
用
益
権
は
消
滅
し
た
と
す
る
。
従
っ
て
、
被
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
原
告
は
一
度
も
「
占
有
し
て
い
な
か

(11) 

っ
た
」
。
と
こ
ろ
で
、
カ
エ
セ
ン
ニ
ア
の
死
後
、
遺
言
開
封
を
経
て
生
じ
た
両
当
事
者
間
の
紛
争
は
、
上
記
の
次
第
で
本
権
（
取
得
）
の
立

証
に
困
難
を
感
じ
た
た
め
か
、
占
有
訴
訟
の
形
式
で
合
意
さ
れ
た
（
そ
の
場
合
に
は
、
「
本
権
に
関
す
る
理
由
に
基
づ
い
て
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
。
仮
に
、
所
有
物
取
戻
訴
訟
が
通
告
さ
れ
て
も
、
実
務
慣
行
と
し
て
、
占
有
訴
訟
の
提
案
が
あ
れ
ば
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
推
測
も
可
能

な
い
。
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で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
占
有
訴
訟
前
置
は
制
度
的
で
あ
る
よ
り
は
、
十
二
表
法
以
来
の
占
有
者
保
設
を
重
視
し
た
、
「
所
有
」
を
根
拠
と
し
な
い
物
支
配
の
直

接
性
・
近
接
性
か
ら
導
か
れ
た
意
識
に
基
づ
く
と
考
え
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
件
に
お
け
る
両
当
事
者
の
見
解
相
述
こ
そ
、
「
所
有
」
保
護

へ
の
舵
切
前
夜
を
我
々
に
伝
え
る
と
解
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
所
有
保
設
の
優
越
的
廊
要
性
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
を
想
定
す
る
）
。

し
か
し
、
占
有
回
復
訴
訟
に
は
前
提
と
し
て
、
原
告
た
る
「
占
有
（
被
侵
奪
）
者
」
を
措
定
す
る
儀
式
的
手
続
が
必
要
で
あ
る
。
被
告
た
る

べ
き
他
方
当
事
者
は
侵
奪
の
事
実
を
否
認
し
争
う
筈
で
あ
り
、
手
続
な
し
に
は
自
称
被
侵
奪
者
た
る
原
告
が
被
告
を
侵
奪
者
だ
と
主
張
す
る

訴
訟
構
造
が
成
立
し
な
い
。
従
っ
て
、
俄
式
は
侵
奪
を
模
す
る
。
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
現

時
点
で
の
占
有
者
（
か
つ
て
の
侵
奪
者
）
を
被
告
と
認
め
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
失
っ
た
占
有
を
迅
速
に
回
収
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
占
有
回
復

訴
訟
の
主
眼
で
あ
る
。
但
し
、
訴
訟
形
式
で
平
和
的
解
決
を
申
し
出
た
相
手
方
に
協
力
し
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ポ
リ
ス
社
会
構
成
貝

と
し
て
の
市
民
に
相
応
し
く
な
い
態
度
と
解
さ
れ
る
（
端
的
に
は
、
手
続
を
仲
介
す
る
法
務
官
そ
の
他
の
裁
判
管
轄
権
者
が
、
選
挙
を
経
て
民
会
で
付

与
さ
れ
た
命
令
権
に
抗
う
こ
と
意
味
し
、
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
危
険
を
冒
す
こ
と
と
な
る
）
。
~
方
名
で
、
俄
式
を
経
て
発
令
さ
れ
る
特
示
命
令
は
、
任

意
履
行
を
前
提
と
し
、
違
背
が
あ
れ
ば
発
令
済
み
特
示
命
令
の
拘
束
力
を
巡
っ
て
、
両
当
事
者
間
で
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
。
不
動
産
占
有
回

復
特
示
命
令
は
、
法
務
官
の
発
す
る
命
令
文
言
の
冒
頭
二
語
を
冠
し
て
、
「
暴
力
で
…
か
ら
出
さ
れ
た
故
に

uncle
vi」
と
呼
ば
れ
る
〔
本

稿
で
は
こ
の
点
を
重
視
し
て
表
題
の
よ
う
に
「
暴
力
特
示
命
令
」
と
も
表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
〕
。
詳
細
な
分
析
は
後
述
す
る
が
、
本
件
被

告
は
そ
も
そ
も
原
告
が
追
い
出
さ
れ
る
べ
き
農
場
に
入
っ
て
い
た
こ
と
、
占
有
し
た
こ
と
を
否
認
す
る
。
そ
れ
が
、
本
稿
の
注
目
す
る
「
私

は
追
い
出
し
た
（
駆
逐
し
た
）
の
で
は
な
い
、
追
い
払
っ
た
の
だ
」
と
の
主
張
の
眼
目
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
回
復
す
べ
き
原
状
の
何
た

る
か
を
、
被
告
は
「
入
っ
た
こ
と
の
な
い
状
態
」
と
見
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
発
令
済
み
特
示
命
令
が
課
す
義
務
は
既
に
呆
た

さ
れ
、
命
令
違
反
に
対
す
る
制
裁
金
支
払
い
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

本
稿
が
検
討
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
技
術
的
文
言
操
作
を
許
容
す
る
法
学
的
営
為
が
古
代
ロ
ー
マ
世
界
に
如
何
な
る
形
で
存
在
し
得
た
の

か
否
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
検
証
す
べ
く
、
第
二
章
•
第
三
章
で
は
、
そ
も
そ
も
「
恨
習
に
よ
る
駆
逐
」
が
「
暴
力
」
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
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せ
た
、
と
の
仮
説
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
と
言
え
る
。

こ
と
を
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
て
論
証
す
る
。
第
四
章
で
は
本
件
訴
訟
に
至
る
両
当
事
者
の
思
惑
を
交
渉
過
程
に
遡
っ
て
摘
記
す
る
。
第
五

章
で
は
本
件
訴
訟
に
お
け
る
被
告
の
主
張
を
訴
訟
戦
略
の
観
点
か
ら
分
析
し
複
数
の
可
能
性
を
示
す
。
そ
う
し
て
第
六
章
に
お
い
て
、
『
学

説
彙
纂
」
に
伝
わ
る
ロ
ー
マ
法
源
と
、
キ
ケ
ロ
ー
及
び
被
告
を
弁
護
し
た
ピ
ー
ソ
ー
が
残
し
た
理
解
と
が
、
調
和
的
に
解
釈
可
能
か
否
か
、

時
代
超
越
的
に
回
復
義
務
の
内
実
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る
。
結
論
的
見
通
し
を
予
め
示
す
と
す
れ
ば
、
暴
力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示

命
令
が
発
令
の
要
件
と
す
る
「
暴
力
」
は
、
慣
習
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
旨
の
合
意
に
基
づ
く
象
徴
的
儀
式
た
る
駆
逐
で
も
よ
く
、
他
方
で
現

実
に
行
使
さ
れ
た
暴
力
が
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
日
常
的
」
水
準
を
超
え
る
高
い
危
険
度
を
有
す
る
際
に
は
、
別
種
の
特
示
命
令
を
発
動
さ

(
l
)

邦
訳
と
し
て
、
吉
原
達
也
訳
「
キ
ケ
ロ
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
J

(

I

)

-

(

三
・
完
）
」
「
広
島
法
学
j

三
四
巻
四
号
一
三
五
ー
一
四
八
頁
、
同
三
五
巻
一
号
九
一

i
-

0
六
頁
、
及
び
同
二
号
五
二

i
六
六
頁
（
二

0
1
―
年
）
が
あ
り
、
主
要
参
考
文
献
は
右
記
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
」
（
一
）
一
三
五
頁
に
一
覧
と
し
て
欧
文
・
和
文
各
九

篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
加
え
て
G.
Maselli, L
a
 ≪
P
r
o
 Caecina≫ 
di 
C
i
c
e
r
o
n
e
:
 questioni private e
 opportunita d
'
i
m
m
a
g
i
n
e
 
(
F
a
s
a
n
o
 2
0
0
6
)

も

適
宜
参
照
し
た
。
邦
語
文
献
と
し
て
は
更
に
、
吉
原
達
也
「
キ
ケ
ロ
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
」
に
お
け
る
争
点
に
関
す
る
一
考
察
」
「
日
本
法
学
」
八

0
巻
一
号
一

i
三
七

頁
（
二

0
一
四
年
）
〔
以
下
で
は
吉
原
論
文
（
二

0
一
四
年
）
と
略
記
〕
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
拙
評
は
「
法
制
史
研
究
」
六
五
号
三
一
九
＼
三
ニ
―
頁
（
二

0
一
六
年
）

所
収
で
あ
る
。
本
稿
は
、
後
述
の
通
り
、
こ
の
史
料
が
伝
え
る
事
件
か
ら
抽
出
さ
れ
る
特
殊
問
題
の
う
ち
一
点
に
焦
点
を
当
て
る
。
従
っ
て
、
直
接
的
に
は
右
記
吉
原
論
文

（二

0
一
四
年
）
と
の
格
闘
・
協
働
を
目
標
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
間
接
的
に
し
か
関
連
し
な
い
そ
の
他
の
文
献
を
再
掲
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
但
し
、
一
覧
に
も
挙
げ
ら

れ
た
木
庭
顕
「
法
存
立
の
歴
史
的
基
盤
J

(
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
0
九
年
）
九
四
四

i
九
五
八
頁
は
、
「
W

占
有
概
念
の
再
構
造
化
」
の
「
2

領
域
上
の
複
合
体
」

と
い
う
章
立
て
が
示
す
通
り
、
本
稿
が
注
目
す
る
占
有
と
所
有
の
峻
別
に
関
す
る
史
的
見
通
し
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
で
の
記
述
も
こ
れ
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

(2)

（
吉
原
論
文
掲
載
参
考
文
献
一
覧
に
も
挙
げ
ら
れ
た
）
藤
田
貴
宏
「
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
j

に
お
け
る
に
お
け
る
法
解
釈
ー
ド
ノ
ー
と
フ
ィ
ン
ネ
ン
の
法
解
釈
方
法
論
か

ら
」
「
独
協
法
学
」
七
七
号
三
六
七
＼
三
八
八
頁
（
二

0
0
八
年
）
。

(
3
)

佐
々
木
健
「
L
・
ラ
プ
ル
ー
ナ
の
暴
力
vis
論
|
ー
特
示
命
令
論
の
為
に
（
一
）

i
（
ニ
・
完
）
」
「
法
学
論
叢
」
一
五
五
巻
一
号
一
三
〇
＼
一
四
五
頁
、
及
び
同
二
号
一

o
o
i
―
ニ
ニ
頁
（
二

0
0
四
年
）
。

(4)

前
掲
拙
評
（
本
稿
註
(
l
)
）
で
は
吉
原
論
文
（
二

0
一
四
年
）
に
対
し
、
以
下
の
指
摘
を
し
た
。
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第
一
に
、
「
慣
行
に
基
づ
く
暴
力
と
放
逐
」
と
の
「
俄
礼
的
な
暴
力
行
使
」
が
訴
訟
開
始
の
前
提
と
し
て
約
束
さ
れ
な
が
ら
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
儀
礼
空
間
た
る

「
ア
ク
シ
ア
の
城
」
は
、
旧
河
床
が
刻
ん
だ
半
島
状
の
崖
の
突
端
と
同
定
さ
れ
、
農
場
自
体
で
は
な
い
。
「
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い

n
o
n
l
o
n
g
e
 a
b
e
s
t
」
係
争
地
に
入

る
こ
と
は
、
儀
式
的
暴
力
と
如
何
な
る
関
係
に
立
つ
の
か
。

A.
B
u
r
g
e
は
武
装
暴
力
の
行
使
が
占
有
の
瑕
疵
を
不
問
と
す
る
特
示
命
令
の
発
給
を
可
能
に
す
る
と
解

す
る
が
、
被
告
が
敢
え
て
武
装
し
た
根
拠
は
明
確
で
な
い
。
俄
礼
恨
行
そ
れ
自
体
に
も
謎
が
残
る
が
、
原
告
は
被
告
の
武
装
を
見
越
し
た
か
。

第
二
に
、
原
告
は
被
告
か
ら
所
有
物
返
遠
請
求
を
フ
ォ
ー
ル
ム
で
告
知
さ
れ
た
。
先
に
原
告
が
相
続
財
産
分
割
裁
定
を
申
詰
し
、
被
告
の
こ
の
反
繋
を
受
け
原
告
は

上
記
俵
礼
暴
力
の
約
束
を
被
告
か
ら
取
り
付
け
た
。
詳
細
は
論
争
中
だ
が
、
原
告
は
本
権
の
証
朋
に
窮
し
た
筈
で
あ
る
。

第
三
に
、
紛
争
の
発
端
は
迅
産
の
私
的
競
売
と
帳
簿
決
済
に
あ
り
、
買
主
を
確
定
す
べ
く
会
計
処
理
の
実
務
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
原
告
の
亡
要
は
、
先
夫
か
ら
全
財
産
の
共
同
用
益
権
を
設
定
さ
れ
た
。
共
同
用
益
者
た
る
息
子
の
死
後
、
迫
産
は
更
に
息
子
の
要
と
母
た
る
原
告
の
亡
要

と
に
逍
贈
さ
れ
、
現
金
化
の
た
め
競
売
さ
れ
た
。
こ
の
用
益
権
と
遣
贈
も
、
ロ
ー
マ
法
学
の
一
大
「
争
点
」
で
あ
る
。

本
稿
は
第
一
の
点
を
主
た
る
課
題
と
し
、
第
二
第
四
の
点
に
も
触
れ
る
。
残
念
な
が
ら
第
三
の
点
を
検
討
す
る
用
意
は
現
時
点
で
欠
い
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
但
し
、
関
連
す
る
別
稿
を
構
想
し
て
お
り
、
公
表
は
他
日
を
期
し
た
い
。

(5)

木
庭
顕
「
新
版
ロ
ー
マ
法
案
内
」
（
勁
草
書
房
、
二

0
一
七
年
）
、
例
え
ば
九

0
頁
註

(3)
。
同
杏
の
提
示
す
る
古
代
ロ
ー
マ
「
法
」
に
関
す
る
基
本
枠
組
は
本
稿
も
共
有

し
て
い
る
点
を
こ
こ
で
記
し
て
お
く
。
な
お
、
拙
著
「
古
代
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
特
示
命
令
の
研
究
J

(
日
本
評
論
社
、
二0
一
七
年
）
一
＼
四
0
頁
〔
第
一
章
序
論
~

古
代
ロ
ー
マ
特
示
命
令
研
究
動
向
〕
も
参
照
。

(
6
)

本
稿
の
理
解
す
る
事
件
概
要
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
相
関
図
に
付
し
た
番
号
は
事
実
経
過
の
順
に
対
応
し
て
い
る
。

(
6
|
l
)
当
事
者
相
関
図
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F2 t⑤ 
フルキニウス Jr.

C3 
P．カエセンニウス

u 
フルキニウス Jr.妻

(
6ー

2
)
事
実
経
過

①
原
告
の
亡
き
妻
8
と
タ
ル
ク
イ
ニ
ア
出
身
銀
行
家
マ
ー
ル
ク
ス
・
フ
ル
キ
ニ
ウ
ス

(Fl)
の
回
悶
四

②
地
価
の
下
落
し
た
ス
ッ
ラ
時
代
に
同
閾
四
を
現
金
か
ら
前
夫
の
同
囚
閾
〗
（
甲
）
に
転
換

③
婚
姻
費
用
に
充
て
る
た
め
甲
地
を
＿
使
用
収
益
一
、

Fl
銀
行
廃
業
後
に
甲
に
隣
接
す
る
乙
地
を
固

m哭

甲
乙
両
地
結
合
し
一
体
経
営

④
Fl
死
亡
に
伴
い
＿
遺
言
指
定
相
続
人
＿
た
る
息
子
マ
ー
ル
ク
ス
・
フ
ル
キ
ニ
ウ
ス
〔
・
ジ
ュ
ニ
ア
〕

（
四
）
と
共
同
で
園
園
]
収
取
す
る
＿
全
財
産
用
益
権
一
を

8
に
岡
躙
〗

⑤
四
も
死
亡
、
オ
ジ
な
い
し
イ
ト
コ
た
る
プ
ー
ブ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
セ
ン
ニ
ウ
ス

(
8
)
を
相
続
人
指
定
、

若
き
四
の
妻

(
U
)
に
十
分
な
現
金
、
被
相
続
人
四
の
母
た
る

g
に
は
資
産
の
大
部
分
を
遺
贈

↓
現
金
化
の
た
め
「
フ
ル
キ
ニ
ウ
ス
農
場
」

(
F
農
場
）
〔
II
乙
地
？
益
犀
告
cl
代
理
人
キ
ケ
ロ
ー

C
i
c
e
r
o
に
よ
れ
ば

8
占
有
地
（
廿
甲
地
）
に
隣
接
〕
を
私
的
醐
醐
四
l

⑥
こ
れ
を
競
落
す
る
事
務
を
被
告
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス(
A
)に
国
閥
〗
（
北
執
事
）

↓

決

済

は

R
8願
圏
上
の
金
銭
？
⑧
A
の
出
損
？

⑦
A
は
8
死
亡
ま
で
四
年
間
、

8
の
＿
地
主
小
作
関
係
一
に
回
闊
翌
唱
え
ず

⑧
8
は
Cl
と
再
婚
し
死
亡
、
夫
cl
に
69-72
、
亡
き
夫
解
放
の
元
奴
隷
L
に
2-72
、
A
に
1-72
と
設
定

U
Aは
ウ
ォ
ラ
テ
ッ
ラ
出
身
Cl
の
相
続
資
格
制
限
、
ス
ッ
ラ
の
政
敵
マ
リ
ウ
ス
支
持
で
ロ
ー
マ
市
民

権
剥
奪
と
主
張
o
c
l
代
理
人
キ
ケ
ロ
ー
は
同
躙
9

．
呵
幽
雫
探
護
と
論
駁

、、

⑨
cl
は
A
が
占
有
状
態
に
あ
る
F
農
場
は
相
続
財
産
の
l-72
を
超
え
る
と
し
て
＿
分
割
裁
定
＿
申
請

⑩
A
は
自
己
資
金
買
得
と
し
、

8
生
前
は
前
夫
Fl
設
定
の
用
益
権
に
基
づ
き
争
わ
ず
一
身
専
属
で
相
続

不
可
と
主
張

U
F農
場
の
＿
所
有
物
取
戻
訴
訟
一
を
フ
ォ
ル
ム
で
通
告

、、

⑪
cl
は
証
明
困
難
な
＿
本
権
訴
訟
一
を
回
避
し
占
有
訴
訟
選
択
…
占
有
侵
奪
直
後
を
演
出
す
る
原
状
回
復

命
令
に
基
づ
き
「
暴
力
に
よ
る
駆
逐
」
を
認
定
す
べ
く
ア
マ
チ
ュ
ア
面
訓
面
ぞ
か
評
決
…
「
慣
習
に

よ
る
追
放
」
と
の
証
人
つ
き
儀
式
的
暴
力
を
「
ア
ク
シ
ア
の
城
」
で
A
が
Cl
に
行
使
す
る
合
意

↓
A
の
行
為
が
「
暴
力
」
に
該
当
す
る
か
否
か
、
該
当
し
て
も
Cl
の
「
占
有
」
に
國
圏
]
が
な
い
か
、

を
巡
る
＿
確
認
訴
訟
一
成
立

⑫
A
は
Cl
の
戦
略
（
儀
式
を
経
て
占
有
を
認
定
さ
れ
本
権
訴
訟
で
被
告
た
る
地
位
を
得
る
11
相
手
方
を
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原
告
と
す
る
こ
と
で

A
に
証
明
宜
任
を
負
わ
せ
る
）
を
見
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
翻
意

↓
実
力
で
国
四
人
員
を
以
て

Cl
排
除

(
6
|
3
)
ロ
ー
マ
で
の
裁
判
手
続

⑬
cl
は
「
武
装
暴
力
に
閃
す
る
」
命
令
（
占
有
の
瑕
疵
は
不
問
）
を
申
請
し
発
給

⑭
こ
れ
に
基
づ
き
両
当
事
者
が
同
叩
〗

A
「
既
に
原
状
回
復
し
た
」
、

Cl
「
A
は
命
令
迩
反
、

Cl
自
身
は
謡
告
で
な
い
」

↓
園
同
凶
手
続
に
係
屈

(7)

武
装
暴
力
に
関
す
る
特
示
命
令
の
定
型
文
言
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
追
産
占
有
取
得

q
u
o
r
u
m
b
o
n
o
r
u
m
特
示
命
令
、
及
び
「
暴
力
又
は
防
秘
に
よ
る

q
u
o
d
vi 
a
u
t
 

c
l
a
m
」
特
示
命
令
に
関
す
る
左
記
史
料
が
参
考
と
な
る
。

D. 4
3
.
 2
.
 
1
 pr. 
(
U
l
p
i
a
n
u
s
 6
7
 a
d
 ed.) 
A
i
t
 
praetor:•Quorum 

b
o
n
o
r
u
m
 e
x
 edicto m
e
o
 illi 
possessio d
a
t
a
 est. 
q
u
o
d
 d
e
 his b
o
n
i
s
 p
r
o
 h
e
r
e
d
e
 a
u
t
 p
r
o
 

p
o
s
s
e
s
s
o
r
e
 
possides 
possideresue. 
si 
nihil 
u
s
u
c
a
p
t
u
m
 esset. 
q
u
o
d
 q
u
i
d
e
m
 dolo 
m
a
l
o
 fecisti, 
uti 
d
e
s
i
n
e
r
e
s
 
possidere. 
id 
illi 
restituas・. 

学
説
幽
築
第
四
一
二
巻
第
二
卒
第
一
法
文
訂
項
（
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
「
告
示
註
解
」
第
六
七
巻
）
江
広
務
官
は
、
「
当
職
の
岩
示
に
基
づ
き
そ
の
占
布
が
彼
に
与
え
ら
れ
た
追

産
の
中
で
、
何
も
使
用
取
得
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
追
産
か
ら
相
続
人
と
し
て
又
は
占
有
者
と
し
て
あ
な
た
が
占
有
し
て
い
る
又
は
占
有
し
て
い
た
も
の
、
な
る
ほ
ど

あ
な
た
が
悪
狂
で
自
ら
は
占
布
す
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
を
、
汝
は
彼
に
原
状
回
復
す
る
よ
う
に
」
と
言
う
。

D. 4
3
.
 2
4
.
 
1
 pr. 
(
U
l
p
i
a
n
u
s
 
71 
a
d
 ed.) 
P
r
a
e
t
o
r
 ait: 
"
q
u
o
d
 vi 
a
u
t
 c
l
a
m
 f
a
c
t
u
m
 est. 
q
u
a
 d
e
 re agitur, 
id 
c
u
m
 e
x
p
e
r
i
e
n
d
i
 potestas est. 
restituas". 

学
説
納
紅
第
四
三
巷
第
二
四
卒
第
一
法
文
訂
項
（
ウ
ル
ビ
ア
ー
ヌ
ス
「
告
示
註
解
」
第
七
一
巻
）
；
法
務
官
は
、
「
暴
力
で
又
は
応
秘
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
争
わ

れ
て
い
る
も
の
を
、
争
う
権
限
が
存
在
す
る
と
き
に
は
、
汝
は
原
状
回
復
す
る
よ
う
に
」
と
言
う
。

(
8
)
D
.
 43
.
 
16. 3
 
pr.-1 
(
U
l
p
i
a
n
u
s
 6
9
 a
d
 ed.) 
[pr.] 
Q
u
o
d
 est et si 
quis a
r
m
i
s
 deiectus est. 
q
u
i
a
 e
x
 facinoribus d
e
f
u
n
c
t
o
r
u
m
 d
e
 eo, 
q
u
o
d
 a
d
 h
e
r
e
d
e
m
 

pervenit. 
actio 
d
a
t
u
r
:
 
sufficit 
e
n
i
m
 n
o
n
 in 
lucro 
versari 
e
u
m
 h
e
r
e
d
e
m
.
 n
o
n
 e
t
i
a
m
 d
a
m
n
u
m
 subire. 
[1」

H
a
e
c
actio. 
q
u
a
e
 a
d
v
e
r
s
u
s
 h
e
r
e
d
e
m
 

c
e
t
e
r
o
s
q
u
e
 s
u
c
c
e
s
s
o
r
e
s
 
p
e
r
t
m
e
t
.
 
p
e
r
p
e
t
u
o
 
competit. 
q
m
a
 in 
e
a
 re1 
persecut10 
c
o
n
t
m
e
t
u
r
.
 

学
説
梨
鉦
第
四
三
巻
第
一
六
章
第
三
法
文
（
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
「
告
示
註
解
j

第
六
九
巻
）
首
項
こ
凹
ぴ
と
か
が
武
器
に
よ
っ
て
締
め
出
さ
れ
た
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
死
者
の
行
為
に
基
づ
い
て
、
相
続
人
に
到
逹
し
た
も
の
に
つ
い
て
訴
権
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
相
続
人
が
利
得
を
上
げ
な
い
こ
と

で
十
分
で
あ
り
、
損
害
を
受
け
る
ま
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
項
二
相
続
人
及
び
そ
の
他
の
承
継
人
を
相
手
方
と
し
て
帰
属
す
る
こ
の
訴
権
は
、
そ
れ
自
体
に
物
の

追
求
が
内
在
す
る
の
で
、
永
久
に
帰
属
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
特
殊
な
用
語
法
と
そ
の
意
味
内
容
と
が
論
点
と
な
っ
た
事
案
を
取
り
扱
う
た
め
、
典
拠
に
お
い
て
直
接
の
関
連
を
有
す
る
語
、
又
は
そ
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の
訳
語
に
対
し
、
網
掛
け
傍
線
付
き
太
字
を
付
す
こ
と
が
あ
る
。

(
9
)
C
i
c
.
 Caecin. 
X
X
I
X
.
 8
4
 Sin h
u
n
c
 l
o
c
u
m
 fugis 
et r
e
f
o
r
m
i
d
a
s
 et 
m
e
 e
x
 hoc, 
ut ita 
d
i
c
a
m
,
 c
a
m
p
o
 aequitatis 
a
d
 istas 
v
e
r
b
o
r
u
m
 angustias 
et 
a
d
 

o
m
n
i
s
 litterarum 
a
n
g
u
l
o
s
 revocas. 
in 
eis 
ipsis 
intercludere 
insidiis 
q
u
a
s
 m
i
h
i
 conaris 
o
p
p
o
n
e
r
e
.
'
N
o
n
 deieci, 
s
e
d
 r
e
i
e
c
i
.
'
P
e
r
a
c
u
t
u
m
 h
o
c
 tibi 

videtur, hie est m
u
c
r
o
 defensionis t
u
a
e
 ;
 in 
e
u
m
 i
p
s
u
m
 c
a
u
s
a
 t
u
a
 incurrat n
e
c
e
s
s
e
 est. 
E
g
o
 e
n
i
m
 tibi 
refero :
 si 
n
o
n
 s
u
m
 e
x
 e
o
 loco deiectus q
u
o
 

prohibitus s
u
m
 accedere, at 
e
x
 e
o
 s
u
m
 deiectus q
u
o
 accessi, u
n
d
e
 fugi.ui p
r
a
e
t
o
r
 n
o
n
 distinxit l
o
c
u
m
 q
u
o
 m
e
 restitui 
iuberet, et restitui 
iussit, 

n
o
n
 s
u
m
 e
x
 d
e
c
r
e
t
o
 
restitutus. 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
』
第
八
四
節
：
し
か
し
あ
な
た
が
こ
の
場
所
を
避
け
、
尻
込
み
し
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
私
を
こ
の
公
正
な
広
野
か
ら
文
言
の
あ
の
狭
さ
へ

と
、
そ
し
て
字
旬
の
あ
ら
ゆ
る
隅
へ
と
あ
な
た
が
呼
び
戻
す
な
ら
、
あ
な
た
が
私
に
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
策
略
そ
れ
自
体
に
あ
な
た
が
嵌
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「

fil

追
い
出
し
た
の
で
は
な
く
、
追
い
返
し
た
の
だ
」
と
。
あ
な
た
に
は
こ
れ
は
抜
け
目
な
い
も
の
と
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
防
御
の
刃
先
で
あ
る
。
あ
な
た
の
事

案
は
こ
の
刃
先
に
ぶ
つ
か
る
の
が
必
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
は
あ
な
た
に
以
下
の
よ
う
に
返
そ
う
。
即
ち
、
私
が
近
づ
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
そ
の
場
所
か
ら
私
は

追
い
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
私
は
私
が
近
づ
き
逃
走
さ
せ
ら
れ
た
そ
の
場
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
。
法
務
官
は
私
が
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
命
じ
た
場
所
を
明
確
に

述
べ
ず
に
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
命
じ
た
場
合
、
私
は
裁
決
に
基
づ
い
て
原
状
回
復
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
翻
訳
の
問
題
と
し
て
、
表
題
に
も
あ
る
「
駆
逐

(11
追
い
出
し
）

d
e
d
u
c
t
i
o
」
の
二
義
性
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
本
件
両
当
事
者

間
で
の
、
そ
し
て
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
も
、
争
点
で
あ
る
。
一
人
称
単
数
の
直
説
法
完
了
で
は
「
私
は
追
い
出
し
た

deieci
」
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
「
入
っ
た
こ

と
の
な
い
」
相
手
を
「
私
は
追
い
返
し
た

reieci
」
と
し
て
も
、
「
駆
逐
・
追
い
出
し
」
に
該
当
し
な
い
、
と
被
告
は
主
張
す
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
対
比
す
べ
く
「
追
い

出
し
」
と
訳
出
す
る
こ
と
が
あ
る
。
他
方
、
行
為
を
指
す
名
詞
と
し
て
は
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
の
よ
う
な
熟
語
が
適
す
る
と
判
断
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
上
記
の
よ
う
に

併
記
し
た
。

(
1
0
)
R
.
 Bacci, 
A. Torcoli, 
L'epistolario 
tra 
C
i
c
e
r
o
n
e
 e
 A
u
l
o
 C
a
e
c
i
n
a
 nobile 
volterrano 
(
4
6
,
4
5
 
a.C.), 
in: 
R
a
s
s
e
g
n
a
 
Volterrana, 
A
n
n
o
 L
V
I
I
 (
1
9
8
1
)
,
 

1
-
2
2

参
照
。
な
お
、
イ
タ
リ
ア
の
O
P
A
C
に
は
唯
一
収
録
さ
れ
た
パ
ヴ
ィ
ア
大
学
所
蔵
の
抜
刷
を
入
手
す
る
に
際
し
て
は
、
同
じ
く
ク
リ
フ
ォ

G.
Crifo
教
授
門
下
の

兄
弟
子
た
る

M
.
Felici
氏
（
現
L
U
M
S
A
P
a
l
e
r
m
o
)

の
手
を
煩
わ
せ
た
。
未
知
な
る
パ
ヴ
ィ
ア
側
協
力
者
に
も
併
せ
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
1
1
)
C
i
c
.
 Caecin. 
X
X
X
I
.
 9
1
 :
 C
u
r
 e
r
g
o
 a
u
t
 in 
illud 
c
o
t
i
d
i
a
n
u
m
 i
n
t
e
r
d
i
c
t
u
m
'
v
n
d
e
 
ille 
m
e
 vi 
d
e
i
e
c
i
t
'
a
d
d
i
t
u
r
'
c
v
m
 
e
g
o
 p
o
s
s
i
d
e
r
e
m
,
'
s
i
 
deici 
n
e
m
o
 

potest 
qui 
n
o
n
 possidet, 
a
u
t
 in 
h
o
c
 i
n
t
e
r
d
i
c
t
u
m
 d
e
 h
o
m
i
n
i
b
v
s
 a
r
m
a
t
i
s
 n
o
n
 additur, 
si 
oportet 
quaeri 
possederit n
e
c
n
e
?
 N
e
g
a
s
 deici. 
nisi 
qui 

p
o
s
s
i
d
e
a
t
.
C
s
t
e
n
d
o
,
 
si 
sine 
a
r
m
a
t
i
s
 
coactisve 
h
o
m
i
n
i
b
u
s
 deiectus 
q
u
i
s
p
i
a
m
 sit. 
e
u
m
 qui fateatur 
s
e
 deiecisse 
v
i
n
c
e
r
e
 
s
p
o
n
s
i
o
n
e
m
,
 si 
o
s
t
e
n
d
a
t
 

e
u
m
 n
o
n
 possedisse. N
e
g
a
s
 deici, 
nisi 
qui possideat. O
s
t
e
n
d
o
 e
x
 h
o
c
 interdicto d
e
 a
r
m
a
t
i
s
 h
o
m
i
n
i
b
v
s
,
 qui possit o
s
t
e
n
d
e
r
e
 n
o
n
 possedisse e
u
m
 

qui 
deiectus 
sit, 
c
o
n
d
e
m
n
a
r
i
 t
a
m
e
n
 sponsionis 
n
e
c
e
s
s
e
 
esse, 
si 
fateatur 
esse 
d
e
i
e
c
t
u
m
.
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一
方
が
他
方
を
駆
逐
す
る
（
他
方
当
事
者
か
ら
見
れ
ば
駆
逐
さ
れ
る
）
行
為
で

(14) 

あ
っ
て
、
「
特
示
命
令
に
基
づ
く
」
「
暴
力
を
為
す
こ
と
」
と
は
異
な
る
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
」
は
、
不
動
産
占
有
保
持
〔
あ
な
た
方
が
占
有
し
て
い
る
よ
う
に
〕

uti
possidetis
の

特
示
命
令
〔
以
下
で
は

U
P
特
示
命
令
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
〕
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
、
命
令
述
背
を
主
張
す
る
後
続
手
続
を

(15) 

開
始
さ
せ
る
（
白
兵
戦
を
も
慈
味
す
る
「
手
交
m
目
u
m
conserere
」
類
似
の
）
機
能
を
果
た
し
た
と
解
さ
れ
る
。
即
ち
、
両
当
事
者
が
相
争
う

旨
を
明
示
す
る
暴
力
行
使
（
擬
制
）
と
言
え
る
。
加
え
て
、
訴
訟
上
の
象
徴
的
な
「
特
示
命
令
に
基
づ
く
暴
力
」
は
、
告
示
に
言
う
禁
止
対

カ
」
は
、
法
廷
手
続
に
至
る
前
に
、
両
当
事
者
合
意
の
上
で
、

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
九
一
節
ご
て
れ
で
は
、
占
有
し
て
い
な
い
人
は
誰
も
追
い
出
さ
れ
得
な
い
と
す
れ
ば
「
彼
が
私
を
暴
力
で
追
い
出
す
と
こ
ろ
か
ら
」

と
い
う
通
常
の
特
示
命
令
に
「
私
が
占
有
し
て
い
た
場
合
」
と
付
け
加
え
ら
れ
る
の
は
何
故
な
の
か
、
或
い
は
呆
た
し
て
占
有
し
て
い
た
か
否
か
を
審
理
す
る
こ
と
を
要
す

る
と
す
れ
ば
武
装
人
貝
に
関
す
る
こ
の
特
示
命
令
に
そ
れ
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
は
占
有
す
る
人
を
除
い
て
は
追
い
出
さ
れ
な
い
、

と
論
駁
す
る
。
私
が
示
す
の
は
、
武
装
し
て
糾
合
さ
れ
た
人
貝
を
伴
わ
ず
に
誰
か
が
追
い
出
さ
れ
た
場
合
、
彼
は
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
き
は
、
自
身
が
追

い
出
し
た
こ
と
を
認
諾
す
る
人
が
野
約
で
勝
訴
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
は
、
占
有
す
る
人
を
除
い
て
は
追
い
出
さ
れ
な
い
、
と
論
駁
す
る
。
私
が
示
す
の
は
、

武
装
人
貝
に
関
す
る
こ
の
特
示
命
令
に
基
づ
け
ば
、
追
い
出
さ
れ
た
人
は
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
得
る
人
は
し
か
し
、
相
手
が
追
い
出
さ
れ
た
こ
と
を
認
諾
す

る
と
き
は
、
誓
約
で
敗
訴
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

L
・
ラ
ブ
ル
ー
ナ
著
『
暴
力
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
当
職
は
禁
じ
る

V
i
m
fieri 
v
e
t
o
』
（
一
九
七
一
年
）
は
、
「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
vis

e
x
 c
o
n
v
e
n
t
u
」
を
、
法
務
官
面
前
に
赴
く
以
前
に
行
な
わ
れ
、
占
有
訴
訟
を
開
始
さ
せ
る
も
の
と
椎
測
す
る
。
更
に
進
ん
で
、
ラ
ブ
ル
ー

ナ
に
よ
る
限
り
、
こ
れ
は
自
身
が
所
有
者
た
る
旨
の
主
張
に
基
づ
く
と
解
さ
れ
、
こ
の
点
で
吉
原
論
文
（
二
0
一
四
年
）
も
同
様
の
理
解
に

(13) 

立
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
c
e
t
e
r
a
e
x
 interdicto
」
に
含
ま
れ
る
「
暴
力
を
為
す
こ
と
」
は
、
特
示
命

令
発
令
以
後
に
、
手
続
の
展
開
に
必
要
で
あ
る
が
故
に
、
両
当
事
者
が
象
徴
的
に
行
な
う
も
の
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
合
意
に
基
づ
く
暴

ラ
ブ
ル
ー
ナ
に
よ
る
暴
力
論
と
三
区
分
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(17) 

象
と
し
て
の
「
暴
力
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
」
に
該
当
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
禁
止
暴
力
該
当
行
為
と
し
て
は
、
本
来
の
占
有
者
が
使
用

(18) 

収
益
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
べ
き
、
播
種
・
耕
作
・
建
築
な
ど
の
土
地
利
用
が
想
定
さ
れ
る
。
実
は
、
ラ
ブ
ル
ー
ナ
の
議
論
は
そ
の
後
、
公
有

地
占
有
の
制
限
内
に
お
け
る
土
地
の
手
入
れ
、
戦
勝
征
服
地
を
大
規
模
経
営
す
る
騎
士
階
級
、
そ
の
支
持
基
盤
と
し
て
の
都
市
無
産
階
級
、

グ
ラ
ッ
ク
ス
兄
弟
の
農
地
法
、
租
税
負
担
地
入
札
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ア
地
方
で
の
境
界
画
定
に
派
遣
さ
れ
た
政
務
官
を
指
摘
し
た
上
で
、
侵
奪

か
ら
の
小
規
模
占
有
者
保
護
を
「
不
動
産
占
有
保
持
（
あ
な
た
方
が
占
有
し
て
い
る
よ
う
に
）
」
の
特
示
命
令
に
見
出
す
。
し
か
し
、
本
稿
は
暴

力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示
命
令
に
注
目
す
る
た
め
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。

(
1
2
)
L
.
 L
a
b
r
u
n
a
,
 
V
i
m
 fieri 
veto. 
A
l
i
e
 
radici 
di 
u
n
a
 ideologia 
(Napoli 1
9
7
1
)
.

詳
細
は
前
記
（
本
稿
註
3
)
拙
稿
（
二

0
0
四
年
）
参
照
。

(
1
3
)
G
a
i
.
 Inst. 
IV, 1
7
0
:
 
S
e
d
 q
u
i
a
 nonnulli, 
interdicto reddito, 
c
e
t
e
r
a
 e
x
 interdicto facere nolebant, a
t
q
u
e
 o
b
 id 
n
o
n
 p
o
t
e
r
a
t
 res expediri, 
p
r
a
e
t
o
r
 in 

earn r
e
m
 p
r
o
s
p
e
x
i
t
 et c
o
n
p
a
r
a
v
i
t
 interdicta q
u
a
e
 s
e
c
u
n
d
a
r
i
a
 a
p
p
e
l
l
a
m
u
s
,
 q
u
o
d
 s
e
c
u
n
d
o
 loco r
e
d
d
u
n
t
u
r
.
 Q
u
o
r
u
m
 uis et potestas h
a
e
c
 est. 
u
t
 qui 

c
e
t
e
r
a
 e
x
 interdicto n
o
n
 faciat̀
veluti 
qui v
i
m
 n
o
n
 faciat a
u
t
 fructus n
o
n
 liceatur, 
a
u
t
 qui fructus licitationis satis n
o
n
 <let̀
aut si 
s
p
o
n
s
i
o
n
e
s
 n
o
n
 

faciat 
s
p
o
n
s
i
o
n
u
m
v
e
 judicia 
n
o
n
 accipiat. 
sive 
possideat̀
restituat 
a
d
v
e
r
s
a
r
i
o
 
p
o
s
s
e
s
s
i
o
n
e
m
,
 sive 
11011 
possideat, 
v
i
m
 illi 
possidenti 
n
o
n
 faciat. 

I
t
a
q
u
e
 etsi 
alias 
potuerit interdicto 
V
T
I
 P
O
S
S
I
D
E
T
I
S
 vincerè
si 
cetera e
x
 interdicto 

••• 

p
e
r
 i
n
t
e
r
d
i
c
t
u
m
 s
e
c
u
n
d
a
r
i
u
m
.
 

•• 

s
e
c
u
n
d
a
r
i
u
m
.
 

•• 

q
u
a
m
v
i
s
 

h
a
n
c
 o
p
i
n
i
o
n
e
m
.
 

•• 

S
a
b
i
n
u
s
 
et 
C
a
s
s
i
u
s
 
secuti 
fuerint... 

ガ
ー
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
」
第
四
巻
第
一
七

0
法
文
：
し
か
し
数
人
が
特
示
命
令
発
布
後
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
を
為
す
こ
と
を
欲
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
り
事
物

が
展
開
さ
れ
得
な
く
な
っ
た
故
に
、
法
務
官
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
、
二
次
的
に
発
布
さ
れ
る
故
に
二
次
的
特
示
命
令
と
我
々
が
呼
ぶ
特
示
命
令
を
整
備
し

た
。
そ
れ
ら
の
効
果
及
び
効
力
は
、
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
を
為
さ
な
い
者
、
例
え
ば
暴
力
を
為
さ
ず
又
は
果
実
を
値
付
け
し
な
い
者
、
或
い
は
果
実
の
競
売
に

つ
い
て
担
保
提
供
し
な
い
者
、
或
い
は
将
約
を
為
さ
な
い
場
合
、
又
は
誓
約
に
基
づ
く
訴
訟
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
、
そ
う
し
た
者
は
、
或
い
は
占
有
す
る
場
合
に
は
相
手

方
に
占
有
を
返
還
す
る
よ
う
に
、
占
有
し
な
い
場
合
に
は
占
有
者
に
暴
力
を
為
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
（
不

明
）
の
場
合
、
「
不
動
産
占
有
保
持
（
あ
な
た
方
が
占
有
し
て
い
る
よ
う
に
）
」
の
特
示
命
令
に
よ
っ
て
別
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
場
合
で
あ
れ
、
（
不
明
）
二
次
的

特
示
命
令
を
通
じ
て
、
（
不
明
）
二
次
的
、
（
不
明
）
た
と
え
こ
の
見
解
を
、
（
不
明
）
サ
ビ
ー
ヌ
ス
と
カ
ッ
シ
ウ
ス
が
従
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
（
以
下
不
明
）

(14)

こ
れ
に
対
し
、
小
菅
芳
太
郎
「
Uti
Possidetis
特
示
命
令
に
開
す
る
ガ
イ
ウ
ス
文

(Gai.
4
.
 
1
4
8
)

に
於
け
る
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
の
可
能
性
に
つ
い
て
（
一
）
」
「
国

家
学
会
雑
誌
」
七
一
巻
三
号
(
-
九
五
七
年
）
五
三
I

五
九
頁
、
及
び
佐
藤
篤
志
監
訳
『
ガ
ー
イ
ウ
ス
法
学
提
要
』
二
三
四
頁
註
二
八
三
は
、
「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
」

を
「
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
」
の
一
っ
と
す
る
。
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「
恨
習
に
よ
る
駆
逐
」
と
「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
」

の
同
視

(15)

原
田
俊
彦
「
ロ
ー
マ
共
和
政
初
期
に
お
け
る
公
職
の
裁
判
権
力
に
つ
い
て
ー
'
|
対
物
訴
訟
の
場
合
ー
（
l
)
」
「
早
稲
田
法
学
j

八
九
巻
四
号
（
二

0
一
四
年
）
一
ー
六

五
頁
、
特
に
一
六
＼
四
八
頁
参
照
。

(16)

原
田
論
文
（
二

0
一
四
年
）
（
本
稿
前
掲
註
(15)
）
は
「
ウ
ィ
ン
デ
イ
カ
テ
ィ
オ
」
と
す
る
。

(
1
7
)
D
.
 50
,
 1
7
,
1
5
5
,
 1
 
(
P
a
u
l
u
s
 6
5
 a
d
 ed.): 
N
o
n
 videtur 
v
i
m
 facere, 
qui jure 
s
u
o
 utitur 
et 
ordinaria 
actione 
experitur. 

学
説
曲
紐
第
五
〇
巷
第
一
七
章
第
一
五
五
法
文
第
一
項
（
パ
ウ
ル
ス
「
告
示
註
解
」
第
六
五
巷
）
図
口
身
の
権
利
を
用
い
通
祢
の
訴
杭
で
争
う
人
は
、
暴
力
を
為
す
と
は

看
倣
さ
れ
な
い
。

(
1
8
)
D
.
 43
,
 1
6
,
 

11 
(
P
o
m
p
o
n
i
u
s
 6
 
ex Plautio): V
i
m
 facit, 
qui n
o
n
 sinit p
o
s
s
i
d
e
n
t
e
m
 eo, 
q
u
o
d
 possidebit. uti 
arbitrio suo, sive i
n
s
e
r
e
n
d
o
 sive f
o
d
i
e
n
d
o
 

sive 
a
r
a
n
d
o
 sive 
q
u
i
d
 
aedificando 
sive 
q
u
i
d
 
o
m
n
i
n
o
 faciendo, 
p
e
r
 q
u
o
d
 l
i
b
e
r
a
m
 
p
o
s
s
e
s
s
i
o
n
e
m
 
adversarii 
n
o
n
 relinquit 

学
説
曲
蘇
第
四
一
二
巻
第
一
六
章
第
一
―
法
文
（
ポ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
「
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
抄
録
」
第
六
咎
）
ェ
占
布
者
が
占
布
す
る
で
あ
ろ
う
物
に
つ
い
て
、
或
い
は
種
を
蒔

く
事
で
或
い
は
掘
る
事
で
或
い
は
耕
す
事
で
或
い
は
建
梨
す
る
事
で
、
或
い
は
自
由
な
占
有
を
相
手
方
に
残
さ
な
く
す
る
そ
の
他
全
て
の
こ
と
を
為
す
事
で
、
占
布
者
が
自

ら
の
判
断
を
実
行
に
移
す
こ
と
を
許
さ
な
い
者
は
、
暴
力
を
為
す
。

(19) 

他
方
で
、
ラ
ブ
ル
ー
ナ
前
掲
書
は
、
「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
」
と
所
謂
「
慨
習
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
駆
逐
d
e
d
u
c
t
i
o
q
u
a
e
 m
o
r
i
b
u
s
 fit
」

(20) 

と
を
同
視
す
る
。
キ
ケ
ロ
ー
に
よ
れ
ば
「
暴
力
及
び
〔
た
る
？
〕
恨
習
に
よ
る
駆
逐
vis
a
c
 d
e
d
u
c
t
i
o
 m
o
r
i
b
u
s
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら

の
行
為
は
、
名
称
が
確
定
し
て
い
な
い
と
は
言
え
、
同
一
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
稿
は
、
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
第
二
七
節
、
第
三
二
節
、
及
び

(21) 

第
九
五
節
に
見
え
る
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
と
「
恨
習
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
る
こ
と
」
を
同
視
し
、
ラ
ブ
ル
ー
ナ
に
従
い
つ
つ
、
第
五
七
節

(22) 

の
「
暴
力
と
追
い
出
し
」
も
参
考
に
、
い
ず
れ
も
「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
」
と
解
す
る
。

『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
』

次
章
で
見
る
通
り
、

で
は
、
「
不
動
産
占
有
保
持
（
あ
な
た
方
が
占
有
し
て
い
る
よ
う
に
）

uti
possidetis
」
の
特
示
命
令
で
は
な
く
、

「
武
装
奴
隷
に
よ
る
暴
力
〔
武
装
糾
合
暴
力
に
よ
る
不
動
産
占
有
回
復
〕

u
n
d
e
vi 
h
o
m
i
n
i
b
u
s
 a
r
m
a
t
i
s
」
の
特
示
命
令
が
申
請
さ
れ
た
。

一
旦
は
合
意
さ
れ
た
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
が
、
果
た
し
て
前
者

(
U
P
特
示
命
令
）
の
申
請
を
前
提
と
し
た
の
か
、
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そ
れ
と
も
後
者
の
前
提
た
る
暴
力
か
ら
武
装
の
要
素
を
除
い
た
（
日
常
的
）
暴
力

unde
vi
特
示
命
令
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

史
料
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。
少
な
く
と
も
、
（
暴
力
行
使
該
当
性
を
巡
る
）
両
当
事
者
に
よ
る
誓
約
に
基
づ
く
占
有
訴
訟
に
対
す
る
準
備
行

為
と
し
て
必
要
な
手
続
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
不
動
産
占
有
保
持

u
p特
示
命
令
は
占
有
紛
争
に
お
け
る
暴
力
行
使
を
双

方
に
禁
じ
た
上
で
、
訴
訟
に
移
行
す
る
際
に
儀
式
的
暴
力
を
両
当
事
者
が
交
わ
す
こ
と
で
、
必
ず
一
方
が
禁
止
に
違
背
し
た
と
い
う
構
造
を

持
つ
。
暴
力
特
示
命
令
は
追
い
出
さ
れ
た
側
が
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
命
じ
た
上
で
、
訴
訟
で
は
回
復
義
務
の
存
否
が
争
わ
れ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
が
「
暴
力
」
を
意
味
す
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
前
提
だ
と
解
さ
れ
る
。

(19)

典
拠
と
し
て
、
キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
j

か
ら
二
箇
所
、
「
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
弁
護
」
か
ら
一
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Cic. 
Caecin. 
VII, 20: C
u
m
 h
o
c
 n
o
v
a
e
 litis 
g
e
n
u
s
 t
a
m
 malitiose intenderet placuit C
a
e
c
i
n
a
 d
e
 a
m
i
c
o
r
u
m
 sententia constituere q
u
o
 die in 
r
e
m
 

疇

t

p
r
a
e
s
e
n
t
e
m
 veniretur et 
d
e
 f
u
n
d
o
 C
a
e
c
i
n
a
 
:moribus 
deduceretur. Conlocuntur. Dies e
x
 utriusque c
o
m
m
o
d
o
 sumitur. C
a
e
c
i
n
a
 c
u
m
 a
m
i
d
s
 a
d
 

d
i
e
m
 v
e
m
t
 in 
castellum 
A
x
i
a
m
:
 ．．
 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
j

第
二

0
節

こ
J

の
新
た
な
種
の
訴
訟
を
悪
意
に
満
ち
て
〔
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
が
〕
意
図
し
た
の
で
、
カ
エ
キ
ー
ナ
は
、
ど
の
日
に
現
地

へ
赴
き
そ
の
土
地
か
ら
カ
エ
キ
ー
ナ
が
，
慣
習
に
よ
っ
）
て
躯
逐
さ
れ
る
か
を
、
友
人
た
ち
の
意
見
か
ら
決
め
る
こ
と
に
し
た
。
〔
両
者
が
〕
赴
い
た
。
両
者
共
の
利
便
に
基

づ
い
て
日
が
定
め
ら
れ
た
。
カ
エ
キ
ー
ナ
は
友
人
達
と
共
に
そ
の
日
に
ア
ク
シ
ア
の
小
屋
へ
行
っ
た
。
（
後
略
）

Cic. 
Caecin. 
VIII, 22: Q
u
o
 loco'cfepulsus 
C
a
e
c
i
n
a
 t
a
m
e
n
 q
u
a
 potuit a
d
 e
u
m
 f
u
n
d
u
m
 profectus est in 
q
u
o
 :
e
x
c
o
n
v
e
n
t
u
v
i
m
 fieri 
o
p
o
r
t
e
b
a
t
 

同
第
二
二
節
？
刀
エ
キ
ー
ナ
は
そ
の
場
所
か
ら
逍
い
払
わ
れ
た
＇
が
、
本
口
意
に
基
づ
い
て
暴
力
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
そ
の
土
地
へ
行
こ
う
と
し
た
。
（
後
略
）

Cic. 
p
r
o
 
Tullio, 
V
日,
2
0
:
.
'
A
p
p
e
l
l
a
t
 
F
a
b
i
u
s
 
ut 
aut 
ipse 
T
u
l
l
i
u
m
 
1cleciuceref 
aut 
a
b
 
e
o
 fcleduceretu~. 

Dicit 
;cfeduciurui31se 
Tullium. 

v
a
d
i
m
o
n
i
u
m
 F
a
b
i
o
 R
o
m
a
m
 p
r
o
m
i
s
s
u
r
u
m
.
 _・

キ
ケ
ロ
ー
「
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
弁
護
」
第
二
0
節
~
（
前
略
）
フ
ァ
ビ
ウ
ス
は
、
或
い
は
自
身
が
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
を

P
I

或
い
は
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
諏
塚iさ
れ

る
岱
よ
う
、
求
め
た
。
フ
ァ
ビ
ウ
ス
は
自
身
が
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
を
諏
造
i

す
る
つ
も
り
-
で
‘
ロ
ー
マ
ヘ
の
再
出
頭
担
保
問
答
契
約
を
フ
ァ
ビ
ウ
ス
に
約
束
す
る
つ
も
り
で
あ
る

と
言
っ
た
。
（
後
略
）

な
お
、
後
者
に
つ
い
て
は
柴
田
光
蔵
「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
損
害
訴
訟
の
一
考
察
~
キ
ケ
ロ
ー

M
日
c
u
s

Tullius Cicero
の
「
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
弁
護
論

p
r
o
Tullio
」

を
め
ぐ
っ
て
」
「
法
学
論
叢j
九
二
巻
四
•
五
・
六
合
併
号
一
七
六
ー
ニ
―
五
頁
(
-
九
七
三
年
）
参
照
。
事
件
経
過
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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①
原
告
ト
ウ
ッ
リ
ウ
ス
は
南
伊
ト
ゥ
リ
ウ
ム
に
父
祖
か
ら
の
ポ
プ
リ
ア
ー
ナ
具
地
を
所
有

②
隣
接
地
所
有
者
・
元
老
院
議
員
G

．
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
が
被
告
フ
ァ
ビ
ウ
ス
と
G
n
•
ア
ケ
ッ
ロ
ニ
ウ
ス

(
A
)に
高
額
売
却

↓
共
有
者
A
が
被
告
に
よ
る
競
売
で
競
落
…
境
界
を
偽
り
ポ
プ
リ
ア
ー
ナ
農
地
を
含
め
て
売
却

③
占
有
紛
争
と
な
り
決
泊
せ
ず
…
被
告
が
奴
隷
に
武
器
を
持
た
せ
農
地
に
派
追
す
る
な
ど
不
穏
化

↓
原
告
来
訪
時
に
被
告
と

A
を
交
え
会
談
…
「
恨
習
に
よ
る
駆
逐
」
を
被
告
が
原
告
に
行
使
す
る
約
束

↓
占
有
訴
訟
の
前
提
こ
ロ
ー
マ
で
の
出
頭
担
保
約
束
を
交
わ
す

④
翌
日
早
朝
に
被
告
の
奴
隷
多
数
が
武
装
し
建
物
破
壊
、
奴
隷
殺
害

↓
原
告
の
奴
隷
フ
ィ
リ
ヌ
ス
が
原
告
に
通
報
…
友
人
を
呼
び
証
拠
保
全

⑤
原
告
は
損
害
賠
償
を
提
訴

吝
9
9
,
5
;
,

＇・を＇誌

d
.
 

Cic. 
Caecin. XI. 3
2
:
.
1
E
s
t
 h
a
e
c
 posita. 
q
u
a
e
 a
b
 a
d
v
e
r
s
a
n
o
 n
o
n
 negatur, C
a
e
c
m
a
m
,
 c
u
m
 a
d
 constitutam 
1
e
m
 t
e
m
p
u
s
q
u
e
 venisset ut,VIS a
c
 

，
 

(20) d
m
d
固
i6,319ibus:
fieret. 
p
u
l
s
u
m
 p
r
o
h
i
b
i
t
u
m
q
u
e
 esse vi 
coactis 
h
o
m
i
n
i
b
u
s
 et 
a
r
m
a
t
i
s
:
1
 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
三
二
節
~
（
前
略
）
相
手
方
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
カ
エ
キ
ー
ナ
は
、
定
め
ら
れ
た
日
時
に
瀑
力
汲
ぴ
慣
習
に

は
ゐ
駆
逐
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
赴
い
た
時
、
集
合
し
武
装
し
た
奴
隷
に
よ
っ
て
暴
力
で
追
い
出
さ
れ
妨
害
さ
れ
た
、
と
主
張
さ
れ
た
。
（
後
略
）

(
2
1
)
C
i
c
.
 Caecin. 
X. 27: 
A. Atilius 
et 
eius 
filius 
L. 
Atilius 
et 
a
r
m
a
t
o
s
 ibi 
fuisse 
et 
se 
suos servos adduxisse dixerunt; 
e
t
i
a
m
 h
o
c
 amplius: c
u
m
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A
e
b
u
t
i
u
s
 C
a
e
c
i
n
a
e
 m
a
l
u
m
 minaretur. ibi 
t
u
m
 C
a
e
c
i
n
a
m
 postulasse 
ut 
m
o
r
i
b
u
s
 deductio,fieret _・

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
二
七
節
こ
I
ウ
ル
ス
・
ア
テ
ィ
リ
ウ
ス
と
そ
の
息
子
ル
ー
キ
ウ
ス
・
ア
テ
ィ
リ
ウ
ス
が
言
っ
た
。
そ
こ
に
は
武
装
し
た
者
が
お
り
、
自

ら
も
自
己
の
奴
隷
を
引
き
連
れ
て
い
た
、
と
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
が
カ
エ
キ
ー
ナ
を
危
害
で
脅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
カ
エ
キ
ー
ナ

は
慣
習
ー
に
し
含
は
駆
逐
i

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
詰
し
た
、
と
も
。
（
以
下
略
）

Cic. 
Caecin. 
X
X
X
I
L
 95: S
u
n
t
 in 
earn 
r
e
m
 testimonia P
o
s
t
e
a
 c
u
r
 tu. 
Aebuti, 
d
e
 isto 
potius 
f
u
n
d
o
 q
u
a
m
 d
e
 alio, 
si 
q
u
e
r
n
 habes, 
C
a
e
c
i
n
a
e
 

d
e
n
g
t
i
a
b
a
s
,
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C
a
e
c
i
n
a
 n
o
n
 possidebat? 
Ipse 
p
o
r
r
o
 C
a
e
c
i
n
a
 c
u
r
 se 
131oribus 
~deduci1 

volebat idque tibi 
d
e
 a
m
i
c
o
r
u
m
 et 
d
e
 Aquili 
sententia 

r
e
s
p
o
n
d
e
r
a
t
 

••• 

同
第
九
五
節
:
て
の
こ
と
に
つ
い
て
証
言
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
よ
、
君
は
何
故
、
カ
エ
キ
ー
ナ
が
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
君
が
持
っ
て

い
る
と
す
る
他
で
も
な
い
寧
ろ
こ
の
地
所
の
こ
と
を
、
カ
エ
キ
ー
ナ
に
指
示
し
た
の
か
。
更
に
、
カ
エ
キ
ー
ナ
自
身
は
何
故
、
倉
慣
習
に
ょ

b
て
て
駆
逐
さ
れ
る
に
と
R

を
望
み
、

友
人
と
ア
ク
イ
ー
リ
ウ
ス
の
意
見
に
従
っ
て
君
に
そ
う
解
答
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
以
下
略
）
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o
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e
m
q
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rogatu 
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c
e
n
 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
五
七
節
~
（
前
略
）
又
は
誰
で
あ
れ
そ
う
し
た
瀑
カ

l
t追
い
ー
出
し
涵
を
あ
な
た
の
要
請
又
は
あ
な
た
の
名
義
で
行
な
っ
た
者
で
あ
っ
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(24) 

ビ
ュ
ル
ゲ

A.
B
u
r
g
e
に
よ
れ
ば
、

エ
キ
ー
ナ
に
よ
る
訴
訟
戦
略
を
見
誤
っ
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

べ
く
執
事
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
を
介
し
て
競
売
に
参
加
し
落
札
し
た
フ
ル
キ
ニ
ウ
ス
農
場
の
）
~
右
枷
裳
ょ
争
疇
占
窄

J
し
な
い
よ
う
'
‘
被
駆
逐
者
と
し
て
、

①
駆
逐
者
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
の
行
使
し
た
「
暴
力
」
が
（
不
動
産
占
有
保
持

u
p特
示
命
令
に
よ
る
）
禁
止
対
象
に
該
当
す
る
こ
と
、
及
び
②
カ

エ
キ
ー
ナ
自
身
の
有
す
る
「
占
有
」
に
は
「
暴
カ
・
隠
秘
・
容
仮
」
の
「
瑕
疵
」
が
な
い
こ
と
、
を
根
拠
に
、
後
続
手
続
で
勝
訴
し
て
占
有

者
と
認
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
戦
略
に
気
付
い
た
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
意
を
翻
し
、
武
装
人
員
で
対
抗
す
る
こ
と

に
し
た
。
即
ち
ビ
ュ
ル
ゲ
説
で
は
、
意
図
的
に
不
動
産
占
有
保
持

u
p特
示
命
令
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
回
避
し
、
暴
力

u
n
d
e
vi
特
示
命

、。
、
>

た
の
か
で
、
こ
の
種
の
こ
と
で
厳
密
に
法
の
理
に
違
い
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

暴
力
合
意
へ
の
違
背
と
、
被
駆
逐
者
に
よ
る
暴
力
特
示
命
令
申
請

カ
エ
キ
ー
ナ
と
慣
習
に
よ
る
駆
逐
に
合
意
し
た
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
当
事
者
が
約
束
を
果
た
さ
な
い
こ
と
も
十
分

に
あ
り
得
る
。
そ
の
際
、
駆
逐
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
側
に
と
っ
て
は
、
予
定
の
占
有
訴
訟
、
不
動
産
占
有
保
持

u
p特
示
命
令
、
又
は
暴

力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示
命
令
の
申
請
が
前
提
を
欠
く
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
被
駆
逐
予
定
者
は
、
暴
力
合
意
違
背
者
に
よ
る
妨

害
・
不
協
力
に
抗
し
て
、
敢
え
て
係
争
地
に
入
ろ
う
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
元
来
は
占
有
保
持
を
巡
る
紛
争
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

相
手
方
が
適
法
な
占
有
者
で
あ
る
こ
と
自
体
を
否
認
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
駆
逐
予
定
者
は
、
合
意
・
慣
習
を
無
視
し
て
、
現

実
に
物
理
的
に
駆
逐
す
る
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
形
式
的
に
は
文
言
に
従
っ
た
予
定
通
り
の
行
為
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
得
る
に
も
拘
ら
ず
、

(23) 

当
該
行
為
に
関
す
る
弁
明
と
し
て
、
「
追
い
出
し
た
の
で
は
な
く
、
防
い
だ
obstiti
・
追
い
返
し
た
reieci
」
と
主
張
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
点
は
章
を
改
め
て
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
前
に
先
ず
は
、
約
束
に
違
背
す
る
挙
に
出
た
駆
逐
予
定
者
の
真
意
を
探
求
し
て
お
き
た

四

フ

ォ

ー

ル

ム

ァ
ェ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
公
共
広
場

f
o
r
u
m
で
通
告
し
た
所
有
物
取
戻
訴
訟
を
念
頭
に
、
相
手
方
た
る
カ

つ
ま
り
、
カ
エ
キ
ー
ナ
が
証
明
に
窮
す
る
（
自
己
競
落
の
禁
止
を
潜
脱
す



303―古代ローマ占有訴訟における「伯習による駆逐moribusdeductio」(Cic.pro Caecina, 27)と暴力（不動産占有回復〕 undevi特示命令

令
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
選
択
し
た
訴
訟
戦
略
が
（
恐
ら
く
法
学
者
・
被
告
弁
設
人
た
る
ピ
ー
ソ
ー
の
入
れ
知
恵
に
よ
り
）
採
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
理
解
に
立
て
ば
、
暴
力
特
示
命
令
の
文
言
が
、
申
詰
者
に
対
す
る
「
追
い
出
し
」
を
発
給
要
件
と
し
て
規
定
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
ま

で
一
度
も
係
争
地
に
入
っ
た
こ
と
の
な
い
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
が
「
所
有
者
」
と
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
従
っ
て
一
歩
た
り
と
も
入
れ
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
想
定
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
権
訴
訟
に
お
け
る
被
告
の
地
位
を
得
て
相
手
方
た
る
原
告
に

立
証
責
任
を
課
そ
う
と
す
る
カ
エ
キ
ー
ナ
の
意
図
は
、
実
現
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
は
、

本
権
の
立
証
に
窮
し
た
か
ら
こ
そ
、
占
有
訴
訟
の
道
を
選
ん
だ
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
吉
原
論
文
（
二
0
一
四
年
）
は
、
合
意
・
恨
習
に
よ
る
駆
逐
を
、
暴
力
特
示
命
令
に
係
ら
し
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て

前
掲
拙
評
は
、
合
意
に
よ
り
期
日
に
暴
力
依
式
を
挙
行
す
べ
き
「
ア
ク
シ
ア
の
城

castellum
A
x
i
a
」
が
、
係
争
地
か
ら
至
近
・
直
近
の
公

共
空
間
〔
準
・
フ
ォ
ー
ル
ム
〕
で
あ
っ
て
フ
ル
キ
ニ
ウ
ス
農
場
そ
れ
自
体
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
「
そ
こ
〔
lI
係
争
地
〕
か
ら
追
い
出
す
」

こ
と
は
合
意
さ
れ
な
か
っ
た
と
解
し
た
。
す
る
と
、
ラ
ブ
ル
ー
ナ
の
問
題
意
識
を
先
鋭
化
さ
せ
た
上
で
、
儀
式
的
暴
力
の
象
徴
性
と
、
駆
逐

行
為
の
一
方
性
、
翻
っ
て
手
続
的
要
素
と
し
て
の
双
方
向
性
（
二
重
性
）
と
い
う
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
る
関
係
に
立
つ
か
、
と
い
う

課
題
が
見
出
さ
れ
る
。
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
』
に
言
う
①
「
暴
カ
・
恨
習
に
よ
る
駆
逐
」
は
、
占
有
訴
訟
を
開
始
さ
せ
る
低
式
で
あ
っ
て
、

一
方
が
他
方
を
駆
逐
す
る
形
式
を
採
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
「
特
示
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
事
柄
」
に
含
ま
れ
る
暴
力
は
、
特
示
命
令
発
令

後
の
手
続
と
し
て
、
両
当
事
者
が
相
互
に
行
使
し
合
う
象
徴
的
暴
力
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
象
徴
的
暴
力
を
評
価
す
べ
く
、
不
動
産
占

有
保
持

u
p特
示
命
令
に
基
づ
く
許
約
訴
訟
に
お
い
て
、
③
「
暴
力
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
当
職
は
禁
じ
る
」
と
告
示
さ
れ
た
対
象
と
し
て

の
「
暴
力
」
に
該
当
す
る
の
が
、
両
当
事
者
の
行
使
し
た
暴
力
の
う
ち
で
、

い
ず
れ
で
あ
る
の
か
、
が
審
理
貝
に
よ
り
実
体
審
査
さ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
告
示
の
禁
止
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
外
形
的
に
は
双
方
の
暴
力
行
使
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
正
に
そ
れ
故
に
こ
そ
、

旦
は
両
者
に
暴
力
を
敢
え
て
行
使
さ
せ
、
そ
れ
が
是
認
さ
れ
る
一
方
当
事
者
に
つ
い
て
だ
け
免
貢
し
、
他
方
当
事
者
に
よ
る
誓
約
が
必
ず
偽

り
の
も
の
と
な
る
手
続
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
象
徴
と
一
方
性
と
二
重
性
と
を
考
慮
し
て
も
、
当
初
の
合
意
が
不
動
産
占
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討
す
る
。

有
保
持

u
p特
示
命
令
で
は
な
く
暴
力

gde
vi
特
示
命
令
を
想
定
し
た
可
能
性
は
残
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
る
。
カ
エ
キ
ー
ナ
の
占
有
認
定
獲
得
戦
略
に
事
後
的
に
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
が
気
付
い
て
入
れ
さ
せ

て
は
な
ら
ぬ
と
決
意
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
武
装
人
員
を
用
い
た
暴
力
は
過
剰
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
合
理
的
か
つ
冷
静
な
訴
訟
戦
略
を
想
定
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
武
装
暴
力
を
選
択
し
た
背
景
の
説
明
が
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
疑
問
を
両
端
か
ら
分
析
し
直
せ
ば
、
①
武
装
暴
力
に
関
す
る
特
示
命
令
の
発
給
と
後
続
手
続
と
が
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
不

利
の
度
合
い
を
増
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
、
及
び
②
武
装
認
定
が
多
少
不
利
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
な
お
、
こ
れ
を
上
回
る
必
要

性
・
急
迫
性
を
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
「
追
い
返
し
」
時
点
で
強
く
感
じ
て
い
た
可
能
性
、

の
二
点
に
集
約
・
分
節
し
得
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
の
主
観
的
な
見
通
し
に
依
拠
す
る
。
そ
こ
で
、
章
を
改
め
て
、
後
続
手
続
に
お
け
る
被
告
ア
エ
プ
テ
ィ
ウ
ス
の
主
張
を
検

(
2
3
)
C
i
c
.
 Caecin. XI. 3
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u
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o
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m
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n
 erat q
u
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e
r
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i
c
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n
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a
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in praesenti m
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t
u
 m
o
r
t
i
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 p
e
r
s
p
i
c
u
o
q
u
e
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u
b
i
u
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n
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7
~
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A
^
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9
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＇
,
、
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骨
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s
e
d
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 no
n
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n
i
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s
u
m
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a
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s
u
s
 in f
u
n
d
u
m
 irtgredi, 
s
e
d
 a
r
m
a
t
o
s
 h
o
m
m
e
s
 opposui, u
t
 intellegeres, 
sr 
m
 f
u
n
d
o
 p
e
d
e
m
 posuisses, 

s岱
t
i
m
tibi 
e
s
s
e
 p
e
r
e
u
n
d
u
m
?
'
Q
u
i
d
 ais? 
is 
qui 
a
r
m
i
s
 proterritus, 
fugatus, 
p
u
l
s
u
s
 
e
s
t
 non・ 
videtur 
esse 
deiectus? 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
第
三
一
節
る
審
理
貝
よ
、
あ
な
た
方
は
明
白
だ
と
ま
だ
確
信
し
な
い
と
き
に
、
こ
う
し
た
証
人
を
信
用
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
彼
ら
が
真
実
を
述
べ
た
こ
と
に
は
争
い
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
も
、
集
め
ら
れ
た
群
衆
、
防
御
と
攻
撃
の
武
器
、
死
へ
の
現
実
的
恐
怖
と
、
殺
裁
へ
の
明
白
な
危
険
の

中
に
、
何
ら
か
の
暴
力
が
内
在
す
る
と
見
ら
れ
る
の
か
否
か
、
あ
な
た
方
に
は
疑
い
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
、
こ
う
し
た
も
の
の
中
に
暴
力
が
あ
る
と
解
さ
れ
な
い
な
ら

ば
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
暴
力
が
あ
る
と
解
さ
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
防
御
が
卓
越
し
て
い
る
と
あ
な
た
方
に
は
思
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
即
ち
、
「
私
は
追
い
出
し
た
の
で
は
な
く
防
い
だ
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
は
〔
あ
な
た
が
〕
土
地
に
入
る
こ
と
を
受
忍
せ
ず
、
あ
な
た
が
土
地
に
足
を
踏

み
入
れ
れ
ば
、
直
ち
に
死
ぬ
こ
と
に
な
る
と
あ
な
た
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
武
装
し
た
者
ど
も
を
私
は
配
置
し
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
」
と
。
あ
な
た
は
何
と
言
う
だ
ろ

う
か
。
武
器
に
よ
っ
て
脅
さ
れ
、
退
け
ら
れ
、
駆
逐
さ
れ
た
者
が
、
追
い
出
さ
れ
た
と
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

(
2
4
)
A
.
 B
u
r
g
e
,
 Z
w
i
s
c
h
e
n
 E
i
g
e
n
m
a
c
h
t
g
d
 R
e
c
h
t
:
N
u
r
 P
r
a
x
i
s
 d
e
r
 lex Iulia 
d
e
 vi 
(
a
r
m
a
t
a
)
 
v
o
n
 S
e
n
e
c
a
 bis M
a
r
k
 Aurel. in: 
M,J. S
c
h
e
r
m
a
i
e
r
,
 J.M. 
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に
な
る
。
そ
の
根
拠
は
c
で
検
討
し
た
い
。

換
さ
せ
る
趣
旨
で
あ
っ
た
、

の
三
種
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

R
邑
n
e
r
`
L
.
C
.
W
i
n
k
e
l
 
(eds.), 
Iurisprudentia 
universalis: 
Festschrift J
u
,
‘
T
h
e
o
 M
a
y
e
r
,
M
a
l
y
 z
u
m
 7
0
.
 
G
e
b
u
r
t
s
t
a
g
 
(
K
o
l
n
 2
0
0
2
)
,
 6
5
-
8
4
.
 

特
示
命
令
後
続
手
続
に
お
け
る
被
告
た
る
駆
逐
者
に
よ
る
「
防
い
だ
・
追
い
返
し
た
」
旨
の
主
張

(25) 

ァ
ェ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
カ
エ
キ
ー
ナ
裁
判
に
お
い
て
、
①
追
い
出
し
不
該
当
・
②
暴
力
不
該
当
の
二
点
を
主
張
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

で
被
告
の
主
観
的
見
通
し
に
関
す
る
仮
説
と
し
て
、
囚
原
告
が
特
示
命
令
を
申
詰
す
る
こ
と
は
な
い
と
被
告
が
想
定
し
て
い
た
、
⑱
合
意
は

不
動
産
占
有
保
持

u
p特
示
命
令
を
前
提
と
し
、
こ
れ
を
毅
し
て
、
原
告
が
暴
力
uncle
vi
特
示
命
令
を
申
請
す
る
よ
う
さ
せ
た
、
又
は
c

通
常
の
（
日
常
的
）
暴
力
u
n
d
e
vi
特
示
命
令
を
申
請
す
る
合
意
を
破
梨
し
、
意
図
的
に
武
装
暴
力
d
e
vi 
a
r
m
a
t
a
特
示
命
令
に
手
続
を
転

囚
仮
に
、

ァ
ェ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
の
主
観
的
見
通
し
に
甘
さ
が
あ
り
、
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
は
特
示
命
令
を
申
請
し
て
こ
な
い
と
踏
ん
で
い
た
、

と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
不
動
産
占
有
保
持

u
p特
示
命
令
又
は
暴
力
u
n
d
e
vi
特
示
命
令
を
申

請
す
る
前
提
と
し
て
の
駆
逐
に
合
意
し
て
い
た
点
と
の
整
合
性
に
疑
間
が
残
る
。
寧
ろ
、
c
に
見
る
通
り
、
僅
か
な
可
能
性
と
し
て
原
告
申

請
断
念
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
相
手
方
の
反
応
・
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
暴
力

u
n
d
e
vi
又
は
武
装
暴
力

d
e
vi 
a
r
m
a
t
a
特
示
命
令
が

申
請
さ
れ
る
も
の
と
推
定
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、
主
体
的
な
選
択
と
し
て
、
武
装
暴
力
d
e
vi 
a
r
m
a
t
a
特
示
命
令

を
巡
る
争
い
の
渦
中
に
身
を
置
く
方
が
、
通
常
暴
力
u
n
d
e
vi
特
示
命
令
の
間
題
で
戦
う
よ
り
も
、
自
身
に
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
た
こ
と

固
こ
れ
に
対
し
て
、

ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
相
手
方
が
合
意
違
反
に
際
し
て
通
常
暴
力
uncle
vi
特
示
命
令
を
申
訥
す
る
よ
う
仕
向
け
る
目

的
で
、
合
意
に
反
し
て
、
恨
習
に
よ
る
駆
逐
と
い
う
象
徴
的
で
一
方
的
な
暴
力
行
使
を
阻
止
す
る
意
図
に
出
た
、
と
想
定
す
る
こ
と
も
出
来

そ
う
に
見
え
る
（
そ
の
場
合
に
は
、
合
意
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
暴
力
u
n
d
e
vi
特
示
命
令
で
は
な
く
、
不
動
産
占
有
保
持
U
P
特
示
命
令
で
あ
っ
た
、

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
合
意
に
述
反
し
て
な
お
、
同
一
の
暴
力
u
n
d
e
vi
特
示
命
令
が
申
詰
さ
れ
る
状
況
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
な
り
、
説
明
に
窮

五
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す
る
。
但
し
、
囚
で
見
た
通
り
、
威
嚇
に
屈
し
て
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
が
主
張
を
断
念
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
効
果
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
。
し
か
し

そ
の
際
に
は
、
奴
隷
の
暴
走
を
止
め
ら
れ
ず
、
不
本
意
に
も
武
装
暴
力
d
e

vi 
a
r
m
a
t
a
特
示
命
令
が
申
請
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
た
、
と
理

解
さ
れ
る
。
以
下
で
見
る
「
防
い
だ
・
追
い
返
し
た
の
で
あ
っ
て
、
追
い
出
し
た
の
で
は
な
い
」
と
の
主
張
も
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
言
い

包
め
る
た
め
に
、
被
告
側
代
理
人
ピ
ー
ソ
ー
が
捻
り
出
し
た
苦
肉
の
策
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

c
こ
れ
と
は
逆
に
、
敢
え
て
武
装
暴
力
に
問
題
を
転
化
す
る
意
図
で
、
通
常
暴
力
u
n
d
e

vi
特
示
命
令
を
申
請
さ
せ
な
い
目
的
を
有
し
て

(26) 

い
た
、
と
想
定
す
る
学
説
も
存
在
す
る
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
後
続
手
続
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
「
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
排

除
の
違
法
性
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
武
装
暴
力
d
e

vi 
a
r
m
a
t
a
特
示
命
令
が
文
言
上
、
申
請
者
の
「
占
有
」
を
不
問
と
し
、
従
っ
て
当
然

な
が
ら
申
請
者
の
占
有
が
平
穏
・
公
然
・
容
仮
で
な
い
こ
と
も
要
求
さ
れ
な
い
点
に
注
目
し
、
翻
っ
て
再
び
文
言
上
の
問
題
と
し
て
、
原
告

は
「
追
い
出
さ
れ
た
」
と
の
認
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
賭
け
た
、
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
原
告
は
、
瑕
疵
な
き
占
有
者
と
認
定
さ
れ
る
自

信
が
あ
っ
た
が
故
に
、
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
に
際
し
て
自
身
を
被
駆
逐
者
と
す
る
合
意
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
、
「
恨
習
に

よ
る
駆
逐
」
の
合
意
時
点
で
、
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は
既
に
約
束
に
違
背
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

合
意
時
点
、
又
は
合
意
違
背
と
し
て
の
排
斥
時
点
で
、
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
の
認
識
と
し
て
、
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
は
「
追
い
出
さ
れ
た
」

と
は
認
定
さ
れ
な
い
、
と
想
定
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
本
件
後
続
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
は
、

ァ
ェ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
は

「
〔
既
に
〕
原
状
回
復
し
た
」
と
陳
述
し
た
。
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
一
度
も
係
争
地
に
入
っ
た
こ
と
の
な
い
状

態
が
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
の
「
原
状
」
で
あ
り
、
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
人
物
を
防
ぎ
追
い
返
し
た
こ
と
は
、
特
示
命
令
に
言
う
「
汝
、
原
状
回

復
せ
よ
」
に
違
反
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
、
法
学
者
。
ヒ
ー
ソ
ー
の
見
解
・
後
押
し
を
得
て
、
被
告
ア
エ
ブ

テ
ィ
ウ
ス
は
暴
力
合
意
の
後
に
、
意
を
翻
し
て
武
装
奴
隷
に
よ
る
駆
逐
を
選
択
し
家
人
に
命
じ
て
実
行
し
た
、
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
技
術
的
な
文
言
解
釈
は
、
キ
ケ
ロ
ー
に
よ
る
そ
の
他
の
法
廷
弁
論
、
或
い
は
学
説
彙
築
に
伝
わ
る
共
和
政
末

期
・
帝
政
前
期
の
法
学
者
に
よ
る
見
解
と
、
調
和
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
こ
の
点
を
次
章
に
て
検
討
す
る
。
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(25)

吉
原
論
文
（
二

0
一
四
年
）
参
照
。

(
2
6
)
B
u
r
g
e
 (
2
0
0
2
)

〔
本
稿
前
掲
註

(24)
参
照
〕
。

「
私
は
追
い
返
し
た
」

reieci
、
或
い
は
「
追
い
返
さ
れ
た
」

r
e
i
e
c
t
u
s
と
い
う
表
現
は
、
キ
ケ
ロ
ー
の
法
廷
弁
論
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
』

(27) 

に
お
い
て
三
例
、
第
三
八
節
、
第
六
六
節
、
第
八
四
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
用
法
も
、
「
私
は
追
い
出
し
た

deieci
」
を
否

定
し
て
こ
れ
と
対
比
す
る
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
特
示
命
令
の
告
示
文
言
と
し
て
の
「
恨
習
に
よ
る
駆
逐
」
に
該
当
し
な
い
点
を
被
告
ア
エ

ブ
テ
ィ
ウ
ス
側
は
強
調
し
、
外
形
的
に
「
追
い
出
し
」
に
見
え
る
行
為
を
、
別
の
「
追
い
返
し
」
と
表
現
す
る
。

同
様
に
、
キ
ケ
ロ
ー
が
引
用
す
る
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
の
主
張
に
は
、
「
追
い
出
し
て
い
な
い
。
…
入
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た

non

(28) 

sivi 
a
c
c
e
d
e
r
e
」
と
の
用
語
法
も
見
出
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
ア
ク
セ
ス
を
拒
絶
す
る
行
為
を
「
追
い
出
し
」
に
含
め
る
か
否
か
が
争
わ

の
主
張
と
は
逆
に
、

れ
て
い
る
点
で
、
パ
ウ
ル
ス
の
表
現
が
参
考
に
な
る
が
、
『
断
案
録
』

(29) 

ア
ク
セ
ス
拒
絶
を
追
い
出
し
と
認
定
す
る
。

で
の
概
念
規
定
は
、
キ
ケ
ロ
ー
と
同
様
に
、
被
告
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス

で
は
、
原
告
カ
エ
キ
ー
ナ
を
弁
設
す
る
キ
ケ
ロ
ー
に
よ
っ
て
は
、
「
追
い
出
し
」
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
と
さ
れ
る
か
。
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁

設
』
第
八
二
節
、
第
八
八
節
、
第
八
九
節
を
総
合
す
れ
ば
、
「
入
れ
な
か
っ
た
場
所
へ
」
原
状
回
復
す
る
義
務
が
特
示
命
令
に
よ
っ
て
課
さ

(30) 

れ
、
従
っ
て
翻
っ
て
入
れ
さ
せ
な
い
こ
と
を
「
追
い
出
し
」
と
称
す
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
特
示
命
令
の
適
用
と
拘
束
力
に
つ
い
て
、
武
装
奴
隷
を
伴
わ
な
い
「
通
常
暴
力
」
に
対
し
て
は
、
申
請
者
に
瑕
疵
な
き
占
有

が
必
要
と
さ
れ
、
従
っ
て
特
示
命
令
の
名
宛
人
た
る
被
告
は
、
原
状
回
復
義
務
を
課
さ
れ
て
も
、
「
追
い
出
し
」
を
認
諾
し
た
上
で
、
相
手

(31) 

方
の
占
有
、
及
び
瑕
疵
の
有
無
を
争
う
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
武
装
暴
力
に
関
し
て
は
、
第
三
九
節
の
「
妨
害
し
た

obstiterit
」
、
「
排
斥
さ
れ
追
い
出
さ
れ
る

e
x
p
e
l
l
a
r
a
c
 
<lei, 

六

キ
ケ
ロ
ー
法
廷
弁
論
及
び
学
説
猿
纂
に
お
け
る
回
復
義
務
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(32) 

c
i
a
r
」
、
「
追
い
払
う
e
x
p
u
l
e
r
i
t
」
、
第
五

0
節
の
「
出
さ
れ
る
e
i
e
c
t
u
s
」
と
い
っ
た
多
様
な
表
現
も
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ケ

ロ
ー
の
趣
旨
が
、
「
追
い
出
し
」
概
念
の
拡
大
に
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
言
い
換
え
は
文
言
解
釈
や
特
示
命
令
の
拘
束
力
を
巡
る
分
析
に
と

と
こ
ろ
で
、
キ
ケ
ロ
ー
は
『
ク
イ
ン
ク
テ
ィ
ウ
ス
弁
護
p
r
o
Q
u
i
n
c
t
i
o』

(33) 

わ
れ
出
さ
れ
た
e
x
p
u
l
s
u
s
a
t
q
u
e
 
e
i
e
c
t
u
s
」
と
も
表
現
す
る
。
と
は
言
え
、
法
的
用
語
法
を
検
討
す
る
に
は
、
学
説
彙
纂
に
目
を
転
じ
る

(34) 

学
説
彙
纂
で
は
公
道
改
修
特
示
命
令
に
関
す
る
章
に
採
録
さ
れ
た
パ
ウ
ル
ス
文
に
よ
れ
ば
、
公
道
を
「
逸
ら
せ
た
r
e
i
e
c
e
r
i
t
」
者
は
、

(35) 

暴
力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示
命
令
に
関
す
る
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
文
は
、
地
主
か
ら
土
地
を
購
入
し
た
買
主
の
立
ち
入
り
を
小
作
人

が
妨
害
し
た
後
、
買
主
が
暴
力
で
小
作
人
を
「
排
除
し
た
e
x
p
u
l
i
t
」
場
合
に
言
及
す
る
。
争
い
な
き
理
解
の
第
一
は
、
妨
害
者
た
る
小
作

人
が
特
示
命
令
で
責
め
を
負
い
、
引
渡
し
以
前
に
占
有
は
（
売
主
に
よ
り
？
）
保
持
さ
れ
る
、
と
す
る
点
で
あ
る
。
他
方
で
第
二
に
、
後
行

す
る
暴
力
行
使
に
よ
っ
て
、
買
主
も
ま
た
小
作
人
に
対
し
て
特
示
命
令
で
責
め
を
負
う
。
当
該
暴
力
が
占
有
者
た
る
売
主
か
ら
土
地
を
奪
う

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
見
解
対
立
が
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
排
除
さ
れ
た
小
作
人
が
更
に
売
主
の
意
思
に
よ
り
暴
力
で
買
主
を
排

除
し
返
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

(36) 

同
じ
く
暴
力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示
命
令
に
関
し
て
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
文
に
よ
れ
ば
、
土
地
か
ら
「
排
除
さ
れ
た
e
x
p
u
l
s
u
s
」

場
合
、
暴
力
で
「
追
い
出
さ
れ
た
d
e
i
e
c
t
u
m
」
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
原
状
回
復
義
務
は
土
地
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
物
に
つ
い
て

も
及
ぶ
と
さ
れ
る
。

(
2
7
)
C
i
c
.
 Caecin. 
XIII. 3
8
:
 

•••• 

Isne a
p
u
d
 vos obtinebit c
a
u
s
a
m
 s
u
a
m
 qui se 
ita 
defenderit: 
• 
reieci e
g
o
 te armatis hominibus, n
o
n
 deieci,'ut tan t
u
m
 

委
任
を
引
き
受
け
た
か
ら
だ
、
と
す
る
。

元
に
戻
す
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
。

方
が
有
益
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
。
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
小
作
人
を
救
済
せ
ず
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
許
さ
れ
な
い

illicitum

っ
て
大
き
な
意
義
を
持
た
な
い
。

に
お
い
て
、
属
州
ガ
リ
ア
に
お
け
る
同
様
の
措
置
を
「
追
い
払
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facinus 
n
o
n
 in 
aequitate 
defensionis, 
s
e
d
 
in 
u
n
a
 littera 
latuisse 
videatur? 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
三
八
節
~
（
前
略
）
以
下
の
よ
う
に
自
ら
を
防
御
す
る
者
が
、
あ
な
た
方
の
許
で
勝
訴
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
そ
れ
ほ
ど

の
行
為
が
、
防
御
の
公
平
さ
に
で
は
な
く
、
た
っ
た
一
文
字
の
中
に
隠
れ
た
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
私
PI身
が
武
装

it輩
に
ょ
5
て
て
あ

5
gな
ほ
追
い
返
し
た
の
で
あ
象
2

て
い
追
い
出
liJ中
の

’rrは
な
い
」
」
と
。

Cic. 
Caecin. X
X
I
I
L
 6
6
:
 In ista v
e
r
o
 c
a
u
s
a
 c
u
m
 tu sis 
is 
qui te v
e
r
b
o
 litteraque defendas, c
u
m
 tuae sint h
a
e
 partes:'unde deiectus es? a
n
 inde 

q
u
o
 prohibitus 
es 
accedere?'reiectus"・e・s; nori deiectus;,' 

•••• 

同
第
六
六
節

tし
か
し
こ
の
場
合
、
文
言
と
字
旬
に
よ
っ
て
あ
な
た
を
防
御
す
る
の
が
あ
な
た
自
身
で
あ
る
の
で
、
あ
な
た
の
立
場
は
「
あ
な
た
は
ど
こ
か
ら
追
い
出
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
近
付
く
こ
と
を
あ
な
た
が
禁
じ
ら
れ
た
場
所
か
ら
で
あ
ろ
う
か
？
•
[
あ
は

3た
は
追
い
返
冶A
な
な
の
で
あE
」
八
い
追
い
出
心
ぷ
な
な
ツ
で
は
~
心
い
」
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
（
以
下
略
）

Cic. 
Caecin. X
X
I
X
;
 84: Sin h
u
n
c
 l
o
c
u
m
 fugis 
et reformidas et m
e
 e
x
 hoc, ut ita 
dicam, c
a
m
p
o
 aequitatis a
d
 istas 
v
e
r
b
o
r
u
m
 angustias et a
d
 

o
m
n
i
s
 litterarum 
a
n
g
吾
s
revocas. 
in 
eis 
ipsis 
intercludere 
insidiis 
q
u
a
s
 m
i
h
i
 conaris o
p
p
o
n
e
r
e
.
,
'
N
o
n
 cle1eci,・se・d・releci,＇・ 
P
e
r
a
c
u
t
u
m
 h
o
c
 tibi 

videtur, hie est m
u
c
r
o
 defensionis tuae; in e
u
m
 i
p
s
u
m
 c
a
u
s
a
 tua incurrat n
e
c
e
s
s
e
 e
s
t
 E
g
o
 e
n
i
m
 tibi 
refero: si 
n
o
n
 s
u
m
 e
x
 e
o
 loco deiectus q
u
o
 

prohibitus s
u
m
 accedere, at e
x
 e
o
 s
u
m
 deiectus q
u
o
 accessi, u
n
d
e
 fugi.ui praetor n
o
n
 distinxit l
o
c
u
m
 q
u
o
 m
e
 restitui iuberet et restitui iussit 

n
o
n
 s
u
m
 e
x
 decreto restitutus. 

同
第
八
四
節
：
し
か
し
あ
な
た
が
こ
の
場
所
を
避
け
、
尻
込
み
し
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
私
を
こ
の
公
正
な
広
野
か
ら
文
言
の
あ
の
狭
さ
へ
と
、
そ
し
て
字
旬
の
あ
ら
ゆ
る

隅
へ
と
あ
な
た
が
呼
び
戻
す
な
ら
、
あ
な
た
が
私
に
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
策
略
そ
れ
自
体
に
あ
な
た
が
嵌
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
私
は
追
い
y

出
．
し
た
b

の
で
t

は
な

K
い
追

い
い
返
し
た
の
佐
」
と
。
あ
な
た
に
は
こ
れ
は
抜
け
目
な
い
も
の
と
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
防
御
の
刃
先
で
あ
る
。
あ
な
た
の
事
案
は
こ
の
刃
先
に
ぶ
つ
か
る
の

が
必
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
は
あ
な
た
に
以
下
の
よ
う
に
返
そ
う
。
即
ち
、
私
が
近
づ
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
そ
の
場
所
か
ら
私
は
追
い
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て

も
、
私
は
私
が
近
づ
き
逃
走
さ
せ
ら
れ
た
そ
の
場
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
。
法
務
官
は
私
が
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
命
じ
た
場
所
を
明
確
に
述
べ
ず
に
原
状
回
復
さ
れ
る
よ

、
？
館
じ
た
場
合
、
私
は
裁
決
に
基
づ
い
て
原
状
回
復
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

(
2
8
)
C
i
c
.
 Caecin. 
X
X
I
I
L
 64: V
e
n
i
o
 n
u
n
c
 a
d
 illud 
t
u
u
m
:
'
'
n
o
n
'
d
e
i
e
c
i
 ;
 

• 
nori. e
n
i
m
 sivi 
accedere:.'1・

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
六
四
節
；
さ
て
私
は
、
あ
な
た
の
主
張
に
移
ろ
う
。
「
私

rは
追
い
出
じ
て
い
し
代
ド
」
な
ぜ
な
ら
~
ほ
ほ
の
ほ
と
許
冶
~
か

P
た
iか
ら

だ
。
」
と
。
（
以
下
略
）

な
お
、

U.
W
 
esel. 
Rhetorische Statuslehre u
n
d
 Gesetzesausleg
苔
g
d
e
r
 r
o
m
i
s
c
h
e
n
 Juriste
、2
(
K
o
l
n
/
B
e
r
l
i
n
/
B
o
n
n
/
M
i
i
n
c
h
e
n
1
9
6
7
)
.
 4
0
-
4
1

は
、
「
文
言

と
意
思
verba,voluntas
」
と
い
う
争
点
status
に
関
す
る
記
述
の
中
で
上
記
第
六
四
節
等
を
引
用
し
つ
つ
、
本
件
は
「
成
文
と
意
味
内
容
s
且
p
t
u
m
et sententia」
と

を
争
点
と
せ
ず
、
「
追
い
出
し
deicere
」
の
定
義
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
争
点
論
に
つ
い
て
は
、
ウ
ル
リ
ケ
・
バ
ビ
ュ
ジ
ョ
ー
（
田
中
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実
、
佐
々
木
健
訳
）
「
ト
ー
ピ
ク
と
法
学
ー
ー
＇
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
「
質
疑
録

J

(D. 3
5
.
 
1. 
7
2
)

に
お
け
る
立
論
の
構
造
」
「
南
山
法
学
」
四
一
巻
二
号
掲
載
予
定
参
照
。

(
2
9
)
P
a
u
l
.
,
 S
e
n
t
,
 5
,
 
6
,
 
6
 :vi'i:f eiectus1 
uidetur et 
qui 
in 
p
r
a
e
d
i
o
 ui 
retinetur 
et 
qui 
in 
uia 
territus 
e
s
t
 n
e
 a
d
 f
u
n
d
u
m
 s
u
u
m
 
a
c
c
e
d
e
r
e
t
.
 

パ
ウ
ル
ス
「
断
案
録
」
第
五
巻
第
六
章
第
六
文
五
暴
力
で
＾
追
い
出
さ
れ
べ
た
A

と
見
ら
れ
る
の
は
、
地
所
に
入
る
の
を
暴
力
で
阻
止
さ
れ
る
者
も
、
自
己
の
土
地
に
＂
ア
ク

dZ

fAし
な
い
よ
う
●
路
上
で
威
圧
さ
れ
た
者
も
そ
う
で
あ
る
。

(
3
0
)
C
i
c
.
 Caecin. 
X
X
I
X
,
 8
2
:
 
Q
u
o
n
i
a
m
 satis 
recusavi, v
e
n
i
o
 i
a
m
 q
u
o
 vocas. Q
u
a
e
r
o
 a
b
s
 te 
s
i
m
n
e
 ~. 

n
o
n
 d
e
 Fulciniano f
u
n
d
o
;
 n
e
q
u
e
 e
n
i
m
 

praetor.'si 
e
x
 e
o
 f
u
n
d
o
 e
s
s
e
m
'
d
e
i
e
d
u
s
'
,
'
i
t
a
 m
e
 restitui 
iussit 
s
e
d
'
e
o
 unde'deiectus'. 
e
s
s
e
m
.
'
S
u
m
 e
x
 p
r
o
x
i
m
o
 vicini 
fundo'c!electus', 
q
u
a
 

a
d
i
b
a
m
 a
d
 i
s
t
u
m
 f
u
n
d
u
m
,
 s
u
m
 d
e
 via, 
s
u
m
 certe alicunde, sive d
e
 privato sive d
e
 publico; e
o
 restitui s
u
m
 iussus. R
e
s
t
i
g
i
s
s
e
 te dixti ;
 ne
g
o
 m
e
 

e
x
 d
e
c
r
e
t
o
 
praetoris 
restitutum 
esse. 
Q
u
i
d
 a
d
 h
a
e
c
 d
i
c
i
m
u
s●

A
u
t
 tuo, 
q
u
e
m
 a
d
 m
o
d
u
m
 dicigr, 
gladio 
a
u
t
 
nostro 
defensio 
• 
t
u
a
 
conficiatur 

n
e
c
e
s
s
e
 
e
s
t
 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
設
」
第
八
二
節
芦
私
は
十
分
に
異
議
を
唱
え
た
の
で
、
あ
な
た
が
呼
ん
だ
と
こ
ろ
に
既
に
私
は
や
っ
て
来
た
。
私
が
あ
な
た
に
問
う
の
は
、

フ
ル
キ
ニ
ウ
ス
牒
場
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
て
私
が
津
追
い
出
冶
，
れ
，
た
」
か
否
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
法
務
官
は
「
そ
の
牒
場
か
ら
私
が
追
い
出
玉
さ
れ
た
j

場
合
に
」

で
は
な
く
、
「
私
が
，
追
い
出
冶
れ
た
し
と
こ
ろ
へ
」
私
が
原
状
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
命
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
私
が
か
の
展
場
へ
行
く
の
に
通
っ
て
い
た
近
接
す
る
隣

地
者
の
煤
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
[
‘
私
は
道
か
ら
、
私
有
で
あ
れ
公
有
で
あ
れ
或
る
場
所
か
ら
確
か
に
追
い
出
さ
れ
た
。
私
は
そ
こ
へ
原
状
回
復
さ
れ
る
と
の
命
令
を
貰
っ

た
。
あ
な
た
は
自
ら
が
原
状
回
復
し
た
と
述
べ
た
。
私
は
、
法
務
官
の
裁
決
に
基
づ
い
て
原
状
回
復
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
否
認
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
我
々
は
ど
う
言
お
う

か
？
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の
剣
に
よ
る
の
で
あ
れ
我
々
の
剣
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
あ
な
た
の
防
御
は
打
ち
負
か
さ
れ
る
の
が
必
然
で
あ
る
。

Cic. 
Caecin. X
X
X
,
 88: Videtis igitur h
o
c
 u
n
o
 verbo'vnde'significari res duas, et e
x
 q
u
o
 et a
 quo. C
u
m
 a
u
t
e
m
 e
o
 restitui i
u
b
e
t
 ita 
iubet u
t
 si 

G
巴
Ii

a
 ma
i
o
r
i
b
u
s
 nostris postularent u
t
 e
o
 restituerentur unde. 

~
 
essent, et aliqua vi 
h
o
c
 a
d
s
e
q
u
i
 possent, non,0pinor, e
o
s
 in c
u
n
i
c
u
l
u
m
 

q
u
a
 adgressi e
r
a
n
t
 s
e
d
 in 
C
a
p
i
t
o
l
i
u
m
 restitui o
p
o
r
t
e
r
e
t
 H
o
c
 e
m
m
 mtellegitur: v
n
d
e
 deiecisti, sive e
x
 q
u
o
 loco sive a
 q
u
o
 loco, 
e
o
 
restitvas•Hoc 

i
a
m
 s
i
m
p
l
e
x
 e
s
t
 in e
u
m
 l
o
c
u
m
 restituas: sive e
x
 h
o
c
 loco deiecisti, restitue 
in h
u
n
c
 l
o
c
u
m
,
 sive a
b
 h
o
c
 loco, restitue in e
u
m
 locum. n
o
n
 e
x
 quo, 

s
e
d
 a
 q
u
o
 deiectus e
s
t
 V
t
 si 
qui 
e
x
 alto 
c
u
m
 a
d
 p
a
t
r
i
a
m
 accessisset. 
t
e
m
p
e
s
t
a
t
e
 subito reiectus 
optaret ut, 
c
u
m
 a
 patria deiectus esset. 
e
o
 

restitueretur, hoc, opinor,0ptaret u
t
 a
 q
u
o
 loco d
e
p
u
l
s
u
s
 esset. in e
u
m
 se fortuna restigeret. n
o
n
 in salum, s
e
d
 in i
p
s
a
m
 u
r
b
e
m
 q
u
a
m
 petebat. 

sic 
q
u
o
n
i
a
m
 v
e
r
b
o
r
u
m
 v
i
m
 necessario 
similitudine 
r
e
r
u
m
 a
u
c
u
p
a
m
u
r
,
 qui 
p
o
s
g
a
t
 u
t
 a
 q
u
o
 loco 
deiectus 
e
s
t
 h
o
c
 est 
u
n
d
e
 deiectus 
e
s
t
 e
o
 

restituatur, 
h
o
c
 postulat 
u
t
 
in 
e
u
m
 1
p
s
u
m
 l
o
c
u
m
 restituatur. 

同
第
八
八
節
益
匹
っ
て
、
こ
の
「
そ
こ
か
ら
」
と
い
う
―
つ
の
文
言
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
外
へ

(ex
q
u
o
)
と
そ
こ
で

(a
q
u
o
)

と
い
う
二
つ
の
事
物
が
表
現
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
な
た
方
は
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
へ
と
原
状
回
復
が
な
さ
れ
る
よ
う
命
じ
る
の
は
、
ガ
リ
ア
人
が
そ
こ
か
ら
追
い
出
さ
れ
§
た
ェ
と
こ
ろ
へ

と
原
状
回
復
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
我
々
の
父
祖
に
対
し
て
求
め
、
あ
る
種
の
暴
力
で
そ
れ
が
達
成
さ
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
私
が
考
え
る
に
は
、
彼
ら
が
近
づ
い
て
い
た
地
下
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道
へ
と
彼
ら
が
原
状
回
復
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
カ
ピ
ト
ー
リ
ウ
ム
ヘ
と
原
状
回
復
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
以
下
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

あ
な
た
が
そ
こ
か
ら
追
い
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
場
所
か
ら
外
へ
で
あ
れ
そ
こ
で
で
あ
れ
、
そ
こ
へ
と
あ
な
た
は
原
状
回
復
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
今
や
こ
の
こ

と
は
簡
単
で
あ
り
、
あ
な
た
は
そ
の
場
所
へ
原
状
回
復
す
べ
き
な
の
だ
。
或
い
は
そ
の
場
所
か
ら
外
へ
あ
な
た
が
追
い
出
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
所
へ
と
あ
な
た
は
原
状

回
復
せ
よ
。
或
い
は
そ
の
場
所
で
追
い
出
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
外
へ
追
い
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
そ
こ
で
追
い
出
さ
れ
た
場
所
へ
と
あ
な
た
は
原
状
回
復
せ
よ
。
ち

ょ
う
ど
、
或
る
者
が
沖
か
ら
祖
国
へ
と
近
づ
い
た
際
、
荒
天
に
見
舞
わ
れ
押
し
戻
さ
れ
た
場
合
に
、
祖
国
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
と
し
て
そ
こ
へ
と
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
望

む
と
す
れ
ば
、
私
が
考
え
る
に
、
彼
が
望
ん
で
い
た
の
は
、
そ
こ
で
排
除
さ
れ
た
そ
こ
へ
と
自
ら
を
、
大
海
に
で
は
な
く
彼
が
求
め
て
い
た
そ
の
都
市
自
体
へ
と
運
命
が
原

状
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
我
々
は
事
物
の
必
然
的
な
類
似
性
に
よ
っ
て
文
言
の
意
味
を
得
よ
う
と
す
べ
き
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
追
い
出
さ
れ
た
と
し

て
、
即
ち
そ
こ
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
と
し
て
そ
こ
へ
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
者
は
、
そ
の
場
所
自
体
へ
と
原
状
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
だ
。

Cic. 
Caecin. X
X
X
I
.
 8
9
:
 C
u
m
 v
e
r
b
a
 n
o
s
 e
o
 d
u
c
u
n
t
 t
u
m
 res ipsa h
o
c
 sentire a
t
q
u
e
 intellegere c
o
g
i
t
 E
t
e
n
i
m
.
 Piso,'redeo n
u
n
c
 a
d
 illa 
principia 

defensionis m
e
a
e
、si
quis te e
x
 a
e
d
i
b
u
s
 tuis 
vi 
h
o
m
i
n
i
b
u
s
 a
r
m
a
t
i
s
 
fde1ecerlt. 
q
u
i
d
 a
g
e
s
?
 Opinor, h
o
c
 interdicto q
u
o
 n
o
s
 usi 
s
u
m
u
s
 p
e
r
s
e
q
u
e
r
e
.
 

Q
u
i
d
?
 si 
qui i
a
m
 d
e
 foro r
e
d
e
u
n
t
e
m
 a
r
m
a
t
i
s
 h
o
m
i
n
i
b
u
s
 d
o
m
u
m
 t
u
a
m
 te 
introire 
prohibuerit. 
q
u
i
d
 a
g
e
s
?
 V
t
e
r
e
 e
o
d
e
m
 interdicto. 
C
u
m
 igitur 

p
r
a
e
t
o
r
 interdixerit, u
n
d
e
 deiectus es. 
u
t
 e
o
 restituaris, 
t
u
 h
o
c
 i
d
e
m
 q
u
o
d
 e
g
o
 dico et q
u
o
d
 p
e
r
s
p
i
c
u
u
m
 est interpretabere, c
u
m
 illud 
v
e
r
b
u
m
 

v
n
d
e
'
i
n
 u
t
r
a
m
q
u
e
 r
e
m
 v
a
l
e
a
t
 e
o
q
u
e
 t
u
 restitui 
sis 
iussus. 
t
a
m
 te 
in 
aedis tuas restitui 
oportere, si 
e
 vestibulo, 
q
u
a
m
 si 
e
x
 interiore 
a
e
d
i
u
m
 

p
日
t
e
:cleiec'tiis 
sis. 

同
第
八
九
節
~
一
方
で
文
言
が
我
々
を
こ
こ
へ
と
祁
き
、
他
方
で
事
物
そ
れ
自
体
が
こ
の
よ
う
に
理
解
し
解
釈
す
る
よ
う
強
い
る
。
と
い
う
の
も
、
ピ
ー
ソ
ー
よ
、
ー
ー
ー

今
や
私
の
弁
護
の
冒
頭
へ
と
戻
る
が
ー
ー
或
る
人
が
あ
な
た
を
あ
な
た
の
建
物
か
ら
外
へ
武
装
し
た
人
員
を
伴
っ
て
i

追
い
出
し
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。

私
が
考
え
る
に
、
我
々
が
用
い
て
い
る
こ
の
特
示
命
令
で
あ
な
た
は
追
及
す
る
だ
ろ
う
。
ど
う
だ
ろ
う
か
。
公
共
広
場
か
ら
も
う
あ
な
た
の
家
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
あ
な

た
を
或
る
者
が
武
装
し
た
人
貝
に
よ
っ
て
入
る
こ
と
を
禁
じ
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
は
こ
の
同
じ
特
示
命
令
を
使
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
あ
な

た
が
そ
こ
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
へ
と
あ
な
た
が
原
状
回
復
さ
れ
る
よ
う
に
と
法
務
官
が
特
示
命
令
を
発
し
た
と
き
は
、
あ
な
た
は
私
が
述
べ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
、

し
か
も
明
白
な
こ
の
こ
と
を
あ
な
た
は
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
そ
こ
か
ら
」
と
い
う
文
言
は
両
方
の
事
態
に
妥
当
し
、
あ
な
た
は
原
状
回
復
さ
れ
る
と
の

命
令
を
受
け
る
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
な
た
が
玄
関
か
ら
で
あ
れ
、
家
屋
の
内
部
か
ら
で
あ
れ
‘
[
追
い
出
さ
れ
た
>
場
合
に
は
あ
な
た
の
家
屋
へ
と
あ
な
た
は
原

状
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
、
と
。

(
3
1
)
C
i
c
.
 Caecin. X
X
X
I
I
,
 9
2
:
 Dupliciter h
o
m
i
n
e
s
 :deiclunfur', a
u
t
 sine coactis a
r
m
a
t
i
s
v
e
 h
o
m
i
n
i
b
u
s
 a
u
t
 p
e
r
 eius m
o
d
i
 r
a
t
i
o
n
e
m
 a
t
q
u
e
 vim. A
d
 du
a
s
 

dissimilis res d
u
o
 diiuncta interdicta s
u
n
t
 I
n
 illa 
vi cotidiana n
o
n
 satis est p
o
s
s
e
 d
o
c
e
r
e
 s
e
 d
e
i
e
c
t
u
m
,
 nisi 
o
s
t
e
n
d
e
r
e
 potest, c
u
m
 possideret. t
u
m
 

deiectum•Ne 

id q
u
i
d
e
m
 satis est. 
nisi d
o
c
e
t
 ita s
e
 possedisse u
t
 n
e
c
 vi n
e
c
 c
l
a
m
 n
e
c
 precario p
o
s
s
e
d
e
r
i
t
 I
t
a
q
u
e
 is 
qui s
e
 restituisse dixit m
a
g
n
a
 

d
 

v
o
c
e
 s
a
e
p
e
 confiten solet s
e
 v1 • 

e1ec1sse. v
e
r
u
m
 illud 
a
d
d
i
t
:
'
n
o
n
 possidebat'vel etiam. c
u
m
 h
o
c
 i
p
s
u
m
 concessit, vincit t
a
m
e
n
 s
p
o
n
s
i
o
n
e
m
.
 si 
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p
l
a
n
u
m
 facit 
a
b
 se 
ilium 
aut vi 
aut c
l
a
m
 aut precario possedisse・ 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
第
九
二
節
~
人
が
追
い
出
さ
れ
る
に
は
二
種
類
あ
り
、
糾
合
さ
れ
武
装
し
た
人
貝
を
伴
わ
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
手
段

で
暴
力
を
通
じ
て
の
こ
と
も
あ
る
。
二
つ
の
異
な
る
事
案
に
対
し
て
二
つ
の
区
別
さ
れ
た
特
示
命
令
が
存
在
す
る
。
前
者
の
通
常
の
暴
力
に
お
い
て
は
、
占
有
し
て
い
た
と

き
に
追
い
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
得
る
の
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
が
追
い
出
さ
れ
た
と
立
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。
確
か
に
、
暴
力
に
も
よ
ら
ず
、
隠
秘

に
で
も
な
く
、
容
仮
占
有
に
よ
る
の
で
も
な
く
占
有
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
自
ら
が
占
有
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
自
ら
が

原
状
回
復
し
た
と
主
張
す
る
人
は
し
ば
し
ば
、
自
ら
が
暴
力
で
酒
追
い
出
し
た
こ
と
え
を
声
高
に
認
諾
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
「
相
手
方
は
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
付

言
す
る
。
或
い
は
更
に
、
そ
の
こ
と
自
体
は
認
め
た
と
し
て
も
、
自
ら
と
の
関
係
で
相
手
方
は
暴
力
で
、
隠
秘
に
、
又
は
容
仮
占
有
と
し
て
占
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
場
合
は
、
臼
庄
約
〔
訴
訟
〕
で
勝
訴
す
る
。

(
3
2
)
C
i
c
e
r
o
,
 
Caecin. 
X
I
V
,
 3
9
:
 
H
u
i
u
s
c
e
 
rei 
v
o
s
 
statuetis 
n
u
l
l
a
m
 
esse 
actionem. 
n
u
l
l
u
m
 
experiendi 
ius 
constitutum. 
qui 
;ot:ist1terlf 
armatis 

hominibus, qui multitudine coacta n
o
n
 introitu, s
e
d
 o
m
n
i
n
o
 aditu q
u
e
m
p
i
a
m
 prohibuerit? Q
u
i
d
 ergo? h
o
c
 q
u
a
m
 h
a
b
e
t
 
vi~. 

ut distare aliquid aut 

言

Rゞ

e
x
 aliqua parte differre videatur, u
t
r
u
m
,
 p
e
d
e
m
 c
u
m
 intulero a
t
q
u
e
 in 
possessione vestigium fecero, tum'.expellar a
c
 deiciar, a
n
 e
a
d
e
m
 vi 
et 

i
s
d
e
m
 a
r
m
i
s
 mihi ante occurratur, n
e
 n
o
n
 m
o
d
o
 intrare v
e
r
u
m
 aspicere aut aspirare p
o
s
s
i
m●

Q
u
i
d
 h
o
c
 a
b
 illo 
differt, 
ut ille 
c
o
g
a
t
u
r
 restituere 

qui 
ingressum'expulerff, ille 
qui 
i
n
g
r
e
d
i
e
n
t
e
m
 
reppulerit 
n
o
n
 c
o
g
a
t
u
r●
 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
第
三
九
節
こ
J

の
種
の
こ
と
に
何
ら
の
訴
権
も
な
い
、
武
装
し
た
漿
で
仕
妨
害
し
．
、
多
く
の
人
を
集
め
て
誰
も
が
入
る
こ
と
〔
だ
け
〕

で
な
く
近
づ
く
こ
と
さ
え
禁
じ
た
人
に
対
し
て
訴
え
る
権
利
は
何
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
、
と
あ
な
た
方
は
判
断
す
る
の
か
。
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
ど
ん
な

意
味
を
有
す
る
の
か
。
私
が
足
を
踏
み
入
れ
占
有
に
足
跡
を
残
し
た
と
き
に
は
私
が
i

排
斥
さ
れ
追
い
出
さ
れ
る
＇
の
と
、
同
じ
暴
力
と
同
じ
武
器
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
に
、

私
が
入
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
近
づ
い
て
見
た
り
嗅
い
だ
り
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
よ
う
に
私
を
阻
止
す
る
の
と
で
は
、
何
か
が
異
な
り
、
又
は
部
分
的
に
異
な
る
と
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
ど
ん
な
意
味
を
有
す
る
の
か
。
入
っ
た
者
を
排
斥
し
た
者
は
原
状
回
復
を
強
制
さ
れ
、
入
ろ
う
と
す
る
者
を
消
追
い
払
う
つ
者
は
強
制
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
、

前
者
を
後
者
か
ら
区
別
す
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

Cic. 
Caecin. XVIII, 5
0
:
 Deiectus v
e
r
o
 qui potest esse q
u
i
s
q
u
a
m
 nisi 
in 
inferiorem l
o
c
u
m
 d
e
 superiore motus•Potest 

pulsus, fugatus, 
[eiecius 

denique; illud 
v
e
r
o
 nullo m
o
d
o
 potest, n
o
n
 m
o
d
o
 qui tactus n
o
n
 sit 
s
e
d
 n
e
 in 
a
e
q
u
o
 q
u
i
d
e
m
 et piano loco. 
Q
u
i
d
 ergo? h
o
c
 interdictum p
u
t
a
m
u
s
 

e
o
r
u
m
 esse c
a
u
s
a
 c
o
m
p
o
s
i
t
u
m
 qui se praecipitatos e
x
 locis superioribus dicerent,eos e
n
i
m
 v
e
r
e
 p
o
s
s
u
m
u
s
 dicere esse deiectos,an, c
u
m
 voluntas 

et consilium et sententia interdicti intellegatur, i
m
p
u
d
e
n
t
i
a
m
 s
u
m
m
a
m
 aut stultitiam s
i
n
g
u
l
a
r
e
m
 p
u
t
a
b
i
m
u
s
 in v
e
r
b
o
r
u
m
 errore versari, r
e
m
 et 

c
a
u
s
a
m
 et 
utilitatem 
c
o
m
m
u
n
e
m
 n
o
n
 relinquere 
s
o
l
u
m
 s
e
d
 e
t
i
a
m
 p
r
o
d
e
r
e
?
 

同
第
五

0
節

tし
か
し
、
高
い
場
所
か
ら
低
い
場
所
へ
と
移
動
さ
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
誰
か
が
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
排
斥
さ
れ
た
者
、
逃
走

さ
せ
ら
れ
た
者
、
更
に
[
出
さ
れ
た
者
は
ヽ
追
ぃ
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
o

し
か
し
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
者
だ
け
で
な

vヽ
同
じ
平
ら
な
場
所
に
い
た
者
も
ヽ
決
し
て
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追
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
特
示
命
令
は
、
高
い
場
所
か
ら
自
ら
が
突
き
落
と
さ
れ
た
と
主
張
す
る
者
た
ち
の
た
め
に
用

意
さ
れ
た
ー
な
ぜ
な
ら
彼
ら
こ
そ
追
い
出
さ
れ
た
と
我
々
は
言
う
こ
と
が
出
来
る
か
ら
ー
と
我
々
は
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
特
示
命
令
の
意
思
と
意
図
と
趣
旨
が
理

解
さ
れ
る
以
上
、
破
廉
恥
の
極
み
と
特
異
な
愚
鈍
さ
は
言
語
の
誤
り
に
あ
る
の
で
あ
り
、
事
物
、
事
件
、
共
通
の
利
益
を
放
棄
す
る
ば
か
り
で
な
く
こ
れ
を
衷
切
る
と
我
々

は
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

(
3
3
)
C
i
c
.
 Quinct. 
VII: E
x
i
s
t
i
m
a
 C. Aquili. m
o
d
o
 et ratione o
m
n
i
a
 R
o
m
a
e
 N
a
e
v
i
u
m
 fecisse. si 
h
o
c
 q
u
o
d
 p
e
r
 litteras istius in Gallia g
e
s
t
u
m
 est recte 

;
~
"
'
'
~
：
~
~
、9
~
”
~
I
~
~
x
＾
そ
：
：

~
9
'
，
9

：
ヽ
；
：
ヽ
冑
'
:
‘

a
t
q
u
e
 ordine f
a
c
t
u
m
 videtur. [
E
x
p
u
l
s
u
s
 a
t
Q
u
e
 e1ectus 
e
 pr
a
e
d
i
o
 Quinctius a
c
c
e
p
t
a
 insigni iniuria confugit a
d
 C. F
l
a
c
c
u
m
 i
m
p
e
r
a
t
o
r
e
m
.
 qui t
u
n
e
 

erat in 
p
r
o
v
i
n
c
i
a
 quern. u
t
 ipsius 
dignitas poscit honoris gratia n
o
m
i
n
o
.
 Is 
earn r
e
m
 q
u
a
m
 v
e
h
e
m
e
n
t
e
r
 v
i
n
d
i
c
a
n
d
a
m
 putarit e
x
 d
e
c
r
e口
s
eius 

potentis cognoscere. A
l
f
e
n
u
s
 m
t
e
r
e
a
 R
o
m
a
e
 c
u
m
 isto 
gladiatore vetulo cotidie p
u
g
n
a
b
a
t
;
 u
t
e
b
a
t
u
r
 p
o
p
u
l
o
 s
a
n
e
 suo, p
r
o
p
t
e
r
e
a
 q
u
o
d
 iste 
c
a
p
u
t
 

p
e
t
e
r
e
 n
o
n
 d
e
s
i
n
e
b
a
t
 Iste postulabat u
t
 p
r
o
c
u
r
a
t
o
r
 i
u
d
i
c
a
t
u
m
 solvi satis daret; n
e
g
a
t
 A
l
f
e
n
u
s
 a
e
q
u
u
m
 esse p
r
o
c
u
r
a
t
o
r
e
m
 satis dare. q
u
o
d
 r
e
u
s
 

satis 
d
a
r
e
 
n
o
n
 d
e
 be
r
e
t
 
si 
ipse 
a
d
e
s
s
e
t
 
A
p
p
e
l
l
a
n
t
u
r
 
tribuni; 
a
 q
u
i
b
u
s
 
c
u
m
 esset 
c
e
r
t
u
m
 
auxilium 
petitum, 
ita 
t
u
m
 disceditur 
u
t
 
Idibus 

S
e
p
t
e
m
b
r
i
b
u
s
 P. 
Q
u
i
n
c
t
i
u
m
 sisti 
S
e
x
・
A
l
f
e
n
u
s
 p
r
o
m
i
t
t
e
r
e
t
 

(
3
4
)
D
.
 43
.
 1
1
.
 3
 
pr. 
(Paulus 1
 

s
e
n
t
)
:
 Si 
in 
a
g
r
u
m
 vicini 
v
i
a
m
 p
u
b
l
i
c
a
m
 quis 
reiecerif. 
t
a
n
t
u
m
 in 
e
u
m
 viae 
r
e
c
e
p
t
a
e
 actio 
dabitur. 
quanti 
eius 

interest 
cuius 
f
u
n
d
o
 iniuria 
irrogata 
e
s
t
 

学
説
索
謀
第
四
三
巻
第
一
―
章
第
三
法
文
首
項
（
パ
ウ
ル
ス
ロ
5

案
録
」
第
一
巻
）
こ
凹
ぴ
と
か
が
隣
人
の
土
地
の
中
へ
公
道
を
[
逸
ら
せ
土
た
場
合
、
そ
の
者
を
相
手
方

と
し
て
、
道
を
戻
す
訴
権
が
、
自
ら
の
土
地
に
対
し
て
不
法
侵
害
が
加
え
ら
れ
た
者
に
利
害
関
係
が
あ
る
額
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
。

(
3
5
)
D
.
 43
.
 1
6
,
 

18 pr. 
(Papinianus 2
6
 quaest): C
u
m
 f
u
n
d
 u
m
 qui locaverat vendidisset iussit 
e
m
p
t
o
r
e
m
 in 
v
a
c
u
a
m
 
possessione~ 

ire, 
q
u
e
m
 colon u
s
 

intrare 
prohibuit: 
p
o
s
t
e
a
 e
m
p
t
o
r
 vi 
c
o
l
o
n
u
m
 expulit: 
d
e
 interdictis 
u
n
d
e
 vi 
q
u
a
e
s
i
t
u
m
 e
s
t
 placebat c
o
l
o
n
u
m
 interdicto 
venditori 
teneri, 
quia 

.
d
 

巴．

nihil 
interesset. 1
p
s
u
m
 a
n
 
m

m

 ex
 voluntate e
m
s
 m
i
s
s
u
m
 intrare p
r
o
h
i
b
u
e
n
t
:
 n
e
q
u
e
 e
m
m
 a
n
t
e
 o
m
1
s
s
a
m
 p
o
s
s
e
s
s
1
o
n
e
m
 v1 
en. q
u
a
m
 s1 
tradita 

fuisset emptori, quia n
e
m
o
 e
o
 a
n
i
m
o
 e
s
s
e
t
 u
t
 p
o
s
s
e
s
s
i
o
n
e
m
 omitteret p
r
o
p
t
e
r
 e
m
p
t
o
r
e
m
,
 q
u
a
m
 e
m
p
t
o
r
 a
d
e
p
t
u
s
 n
o
n
 fuisset e
m
p
t
o
r
e
m
 q
u
o
q
u
e
,
 

qui p
o
s
t
e
a
 v
i
m
 adhibuit et i
p
s
u
m
 interdicto colono teneri: n
o
n
 e
n
i
m
 a
b
 ipso. 
s
e
d
 a
 venditore p
e
r
 v
i
m
 f
u
n
d
u
m
 esse p
o
s
s
e
s
s
u
m
.
 cui 
possessio 

f

這

s
奇
屯
ヽ
姜

A
tぷ

esset 
a
b
l
a
t
a
・
q
u
a
e
s
i
t
u
m
 e
s
t
 a
n
 e
m
p
t
o
r
i
 succurri 
d
e
b
e
a
t
 si 
voluntate venditoris 
c
o
l
o
n
u
m
 p
o
s
t
e
a
 v1 
e
x
p
u
h
s
s
e
t
.
 dixi 
n
o
n
 esse 
i
u
v
a
n
d
u
m
,
 qui 

m
g
d
a
t
u
m
 illicitum 
susceperit 

学
説
索
第
第
四
三
巻
第
一
六
章
第
一
八
法
文
首
項
（
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
「
質
疑
録
」
第
二
六
巻
）
る
賃
貸
し
て
い
た
人
が
土
地
を
売
却
し
た
の
で
、
買
主
が
安
全
な
占

有
に
入
る
よ
う
賃
貸
し
て
い
た
者
は
命
じ
た
が
、
小
作
人
は
買
主
が
立
ち
入
る
こ
と
を
妨
害
し
た
。
そ
の
後
、
買
主
は
暴
力
で
小
作
人
を
排
除
し
た
。
そ
こ
で
不
動
産
占
有

回
復
の
特
示
命
令
の
こ
と
が
問
わ
れ
た
。
争
い
が
な
い
の
は
、
小
作
人
は
特
示
命
令
に
よ
っ
て
売
主
に
対
し
て
責
め
を
負
う
こ
と
、
な
ぜ
な
ら
、
立
ち
入
る
こ
と
を
小
作
人

が
妨
害
し
た
の
は
売
主
自
身
に
対
し
て
な
の
か
、
そ
れ
と
も
売
主
の
意
思
に
基
づ
い
て
送
り
込
ま
れ
た
別
の
者
に
対
し
て
な
の
か
で
は
、
違
い
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
と
い
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う
の
も
、
占
有
は
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
る
以
前
に
は
失
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
誰
も
、
買
主
が
取
得
し
な
か
っ
た
占
有
を
、
買
主
の
た

め
に
放
棄
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
者
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
後
に
暴
力
を
加
え
た
買
主
も
、
彼
自
身
が
特
示
命
令
に
よ
っ
て
小
作
人
に
対
し
て
沢
め
を

負
う
こ
と
、
と
い
う
の
も
、
そ
の
占
有
が
奪
わ
れ
た
土
地
は
、
買
主
自
身
か
ら
で
は
な
く
売
主
か
ら
暴
力
を
用
い
て
占
有
さ
れ
た
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
問
わ
れ
た

の
は
、
売
主
の
意
思
に
よ
っ
て
小
作
人
が
そ
の
後
に
暴
力
で
珪
排
除
し
た
場
合
、
買
主
が
擁
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
否
か
、
で
あ
っ
た
。
私
が
言
っ
た
の
に
は
、
許
さ
れ

な
い
委
任
を
引
き
受
け
た
小
作
人
が
救
済
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

(
3
6
)
D
.
 43
.
 1
6
,
 
1. 
3
2
 
(
U
l
p
i
a
n
u
s
 6
9
 a
d
 e
d
.
)
 
:
 Si 
fundus, a
 q
u
o
 vi 
;
e
x
p
u
i
s
u
s
'
s
i
m
,
 m
i
h
i
 restitutus esset, 
c
e
t
e
r
a
e
 v
e
r
o
 res, 
q
u
a
e
 vi 
ablatae sunt, n
o
n
 

restituantur, hie d
i
c
e
n
d
u
m
 est i
n
t
e
r
d
i
c
t
u
m
 nihilo m
i
n
u
s
 tenere, q
u
i
a
 v
e
r
u
m
 est vi e
s
s
e
 ~. 

p
l
a
n
e
 si 
quis velit d
e
 p
o
s
s
e
s
s
i
o
n
e
 q
u
i
d
e
m
 rei 

soli 
p
e
r
 h
o
c
 i
n
t
e
r
d
i
c
t
u
m
 experiri, d
e
 r
e
b
u
s
 v
e
r
o
 m
o
b
i
l
i
b
u
s
 a
d
 e
x
h
i
b
e
n
d
u
m
 actione, potest h
o
c
 s
u
o
 arbitrio habere, et ita 
iulianus scribit: 
i
d
e
m
 

scribit 
et 
si 
quis 
vi 
b
o
n
o
r
u
m
 r
a
p
t
o
r
u
m
 d
e
 h
u
i
u
s
m
o
d
i
 r
e
b
u
s
 velit 
experiri. 

学
説
棠
謀
第
四
三
巻
第
一
六
章
第
一
法
文
第
三
二
項
（
ウ
ル
ビ
ア
ー
ヌ
ス
「
告
示
註
解
j

第
六
九
巻
）
二
私
が
暴
力
で
珪
函
四
さ
れ
た
4

土
地
は
私
に
原
状
回
復
さ
れ
た
が
、

暴
力
で
奪
わ
れ
た
そ
の
他
の
も
の
は
原
状
回
復
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
特
示
命
令
を
有
す
る
と
言
わ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
暴
力
で
＾
追
い
出

さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
明
ら
か
な
こ
と
に
、
何
ぴ
と
か
が
、
な
る
ほ
ど
不
動
産
の
占
有
に
つ
い
て
は
こ
の
特
示
命
令
に
よ
っ
て
争
う
こ
と
を
望
む
が
、
動

産
に
つ
い
て
は
提
示
訴
権
に
よ
る
場
合
、
彼
の
判
断
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
な
し
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
そ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
彼
が
記
す
に
は
、

何
ぴ
と
か
が
暴
力
で
奪
わ
れ
た
物
に
つ
い
て
の
訴
権
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
物
に
つ
い
て
争
う
こ
と
を
望
む
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

キ
ケ
ロ
ー
の
法
廷
弁
論
と
学
説
訛
邸
の
法
文
を
総
合
す
る
手
法
自
体
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
的
文
脈
を
無
視
し
た
非
（
反
）
歴

史
的
分
析
と
し
て
非
難
さ
れ
る
側
面
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
的
文
言
解
釈
と
い
う
作
業
そ
れ
自
体
が
、
解
釈
適
用
時
点
か
ら
は
遡
っ
た
規

範
定
立
時
点
に
お
け
る
法
意
・
趣
旨
と
対
比
し
て
、
当
代
の
（
変
遷
を
経
た
か
も
し
れ
な
い
）
語
義
と
そ
の
拡
縮
如
何
と
い
う
問
題
を
卒
む

（
立
法
者
意
思
の
探
求
な
ど
が
好
例
で
あ
る
）
。
＃
論
家
キ
ケ
ロ
ー
が
こ
の
点
を
意
識
し
た
こ
と
は
多
く
の
著
作
が
物
語
っ
て
お
り
、
本
件
で
も

(37) 

弁
論
全
一

0
四
節
中
に
一
四
例
、
「
父
祖

m
a
i
o
r
e
s
」
の
定
め
に
言
及
す
る
。
同
様
に
、
パ
ウ
ル
ス
、
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ー

ヌ
ス
と
い
っ
た
元
首
政
期
の
法
学
者
も
、
折
り
重
な
っ
た
規
範
と
そ
の
解
釈
、
即
ち
先
人
（
古
法
学
者
v
e
t
e
r
e
s
)

の
権
威
と
格
闘
し
た
筈
で

七

結

五
口
1
1
1
1
n
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あ
る
。
そ
の
上
で
、
結
論
に
お
い
て
、
維
持
し
得
る
解
釈
（
だ
け
）
が
存
続
し
た
、
と
推
測
で
き
よ
う
。

本
稿
に
お
け
る
法
廷
弁
論
と
法
文
と
に
関
す
る
総
合
的
検
討
に
基
づ
け
ば
、
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
で
合
意
し
た
土
地
に
入
る
筈
の
当
事

者
が
、
土
地
に
入
れ
ず
追
い
返
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
排
除
は
（
慣
習
に
反
す
る
も
の
と
し
て
？
）
許
さ
れ
ざ
る
暴
力
と
解
さ
れ
禁
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
妨
害
を
受
け
た
当
事
者
は
、
申
請
し
て
発
令
さ
れ
た
「
暴
力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示
命
令
」
に
基
づ
い
て
誓

約
訴
訟
を
提
起
す
る
（
本
件
訴
訟
は
合
意
が
反
故
に
さ
れ
た
結
果
、
武
装
暴
力
d
e

vi 
armata特
示
命
令
に
転
換
さ
れ
た
一
例
と
解
さ
れ
る
）
。
そ
の
際
、

実
体
審
理
に
お
い
て
、
被
妨
害
者
に
よ
る
先
行
す
る
暴
力
行
使
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
追
い
返
す
行
為
が
「
許
さ
れ
得
る
」
暴
力
と
解
さ
れ

る
余
地
が
（
被
告
の
主
張
に
基
づ
い
て
）
吟
味
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
暴
力
駆
逐
許
容
事
由
が
な
い
限
り
、
発
令
済
み
特
示
命
令
が
課
し
た
原

状
回
復
義
務
を
名
宛
人
た
る
被
告
は
果
た
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。
反
射
的
に
、
追
い
返
す
妨
害
行
為
は
禁
止
対
象
た
る
暴
力
行
使
と
認

定
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
、
特
示
命
令
申
請
者
た
る
後
続
手
続
の
原
告
は
勝
訴
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

「
合
意
に
基
づ
く
暴
力
」
が
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
談
」
で
は
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
と
も
呼
ば
れ
る
の
は
、
本
稿
の
推
測
に
よ
る
限
り
、
暴

力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
特
示
命
令
の
申
請
を
被
駆
逐
者
が
予
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
告
示
さ
れ
た
定
型
文
言
と
し

て
の
「
暴
力
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
「
駆
逐
」
が
認
識
さ
れ
た
と
整
理
で
き
る
。
本
件
被
告
が
意
を
翻
し
た
の
も
、
合
意
の
履
行
に

協
力
す
れ
ば
、
暴
力
特
示
命
令
が
発
令
さ
れ
、
原
状
回
復
義
務
の
存
否
な
い
し
既
履
行
・
未
履
行
を
巡
る
誓
約
訴
訟
が
成
立
す
る
こ
と
を
回

避
す
る
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
誓
約
訴
訟
に
移
行
し
た
場
合
に
、
実
体
審
理
を
担
当
す
る
審
理
員
r
e
c
u
p
e
r
a
t
o
r
e
s
に
付
託
さ
れ

る
の
は
、
駆
逐
さ
れ
た
特
示
命
令
申
請
者
た
る
訴
訟
原
告
が
、
係
争
物
た
る
不
動
産
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
か
否
か
、

の
判
定
で
あ
る
。
被
告

が
危
険
視
し
た
の
は
、
こ
の
判
定
に
よ
り
、
自
己
が
当
該
不
動
産
に
関
す
る
原
状
回
復
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
可
能
性
で
あ
っ
た
。
敢
え
て

武
装
し
た
奴
隷
に
命
じ
て
農
場
に
入
れ
さ
せ
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
危
険
を
避
け
、
同
時
に
武
装
暴
力
特
示
命
令
の
申
請
を
被
駆
逐
者
た
る

原
告
に
余
俄
な
く
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
無
権
利
者
の
立
ち
入
り
を
許
さ
な
い
行
為
は
、
物
理
的
な
有
形
力
を
行
使
し
た
と
し

て
も
、
是
認
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
「
私
は
追
い
出
し
た
の
で
は
な
い
、
追
い
返
し
た
の
だ
」
と
の
主
張
も
そ
う
し
た
趣
旨
で
理
解
で
き
る
。
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付
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
度
も
「
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
」
筈
の
原
告
は
、
無
権
利
者
で
は
な
い
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
相
続
に
よ
り
観
念
的
に
原
告
が
占
有
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
も
、
意
味
し
よ
う
。
果
た
し
て
そ
れ
が
、
休
止
相
続

財
産
を
経
た
あ
ら
ゆ
る
承
継
に
認
め
ら
れ
る
（
認
め
ら
れ
て
き
た
）
の
か
、
駆
逐
な
る
妨
害
を
受
け
た
場
合
に
だ
け
特
に
観
念
さ
れ
る
の
か
は
、

判
然
と
し
な
い
。
暴
力
を
規
制
す
る
刑
事
立
法
も
行
な
わ
れ
た
共
和
政
後
期
な
れ
ば
こ
そ
、
私
有
地
を
巡
る
占
有
争
い
で
現
実
に
暴
力
的
駆

逐
が
多
発
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
占
有
（
回
復
）
訴
訟
に
は
、
準
備
的
儀
式
と
し
て
、
禁
止
告
示
に
該
当
す
べ
き
「
合

意
に
基
づ
く
暴
力
」
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
法
廷
弁
論
の
場
で
は
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
」
と
表
現
す
れ
ば
審
理
貝
に
効
果
的
に
印
象

(37)

「
文
言
と
意
思
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
（
前
掲
註

(28)
参
照
）
に
も
関
連
す
る
一
節
だ
け
を
例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
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factitatum, 
q
u
i
d
 
h
o
r
u
m
 auctoritate 
q
u
i
b
u
s
 

i
u
d
i
c
a
n
d
u
m
 est d
i
g
n
u
m
 esset, ostendi ;
 id verum•id 

aequum•id 

utile 
o
m
n
i
b
u
s
 e
s
s
e
 spectari, 
q
u
o
 consilio 
et q
u
a
 sententia, n
o
n
 q
u
i
b
u
s
 q
u
i
d
q
u
e
 

verbis esset a
c
t
u
m
.
 T
u
 m
e
 a
d
 v
e
r
b
u
m
 v
o
c
a
s
;
 n
o
n
 a
n
t
e
 v
e
n
i
a
m
 q
u
a
m
 recusaro. N
e
g
o
 oportere, n
e
g
o
 obtineri posse, n
e
g
o
 u
l
l
a
m
 r
e
m
 e
s
s
e
 q
u
a
e
 

a
u
t
 c
o
m
p
r
e
h
e
n
d
i
 satis 
a
u
t
 
caveri 
a
u
t
 
excipi 
possit, 
si 
a
u
t
 
praeterito 
aliquo 
v
e
r
b
o
 a
u
t
 a
m
b
i
g
u
e
 posito 
r
e
 
et 
sententia 
cognita 
n
o
n
 id 
q
u
o
d
 

intellegitur, 
s
e
d
 id 
q
u
o
d
 dicitur 
valebit 

キ
ケ
ロ
ー
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
」
第
八
一
節
芯
ど
う
だ
ろ
う
、
ピ
ー
ソ
ー
よ
。
我
々
が
あ
な
た
に
対
し
て
文
言
に
よ
っ
て
戦
い
を
挑
む
こ
と
を
お
望
み
か
？
法
と
公
平

の
事
案
c
a
u
s
a
を
、
我
々
の
占
有
の
事
案
で
は
な
く
、
万
人
の
占
有
の
事
案
を
全
て
、
文
言
に
帰
す
る
こ
と
を
お
望
み
か
？
私
は
、
私
に
そ
う
思
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
、

父
祖
た
ち
に
よ
っ
て
常
に
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
判
決
を
下
す
べ
き
人
々
の
権
威
に
相
応
し
い
も
の
は
何
か
を
示
し
た
。
何
で
あ
れ
、
如
何
な
る
文
言
に
よ
っ
て
な
の
か

で
は
な
く
、
如
何
な
る
意
図
consilium
と
判
断
・
意
味
内
容
sententia
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か
、
に
注
目
す
る
こ
と
が
、
真
な
る
も
の
、
公
平
な
る
も
の
、
万
人

に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
、
と
。
あ
な
た
は
私
と
文
言
に
つ
い
て
争
う
。
私
は
異
議
を
唱
え
て
で
な
け
れ
ば
、
加
わ
ら
な
い
。
私
は
そ
の
必
要
を
否
定
し
、
そ
れ
が
維

持
さ
れ
得
る
こ
と
を
否
定
し
、
あ
る
文
言
が
顧
慮
さ
れ
ず
又
は
不
明
瞭
に
示
さ
れ
て
、
事
案
r
e
s
と
意
味
内
容
sententia
が
吟
味
さ
れ
た
と
し
て
も
、
有
効
な
の
は
そ
の

よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
十
分
に
理
解
さ
れ
、
確
か
な
も
の
と
さ
れ
、
又
は
把
握
さ
れ
得
る
事
案
が
存
在
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
本
件
訴
訟
で
は
、
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に
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
。

三
二
七
二
、
及
び
若
手
研
究

(
B
)

課
題
番
号
一
六
K
一
六
九
七
四
）
の
助
成
を
得
て
行
な
っ
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

執
箪
に
際
し
て
は
、
箪
者
に
よ
る
二
本
の
研
究
報
告
と
こ
れ
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
基
礎
と
な
っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら
得
た
知
的
な
刺
激
が
脱
稿
に
大

①
「
慣
習
に
よ
る
駆
逐
m
o
r
i
b
u
s
deductio I
 
d
e
d
u
c
i
 
(Cic. 
P
r
o
 Caecina, 2
7
;
 3
2
;
 9
5
)

と
暴
力
〔
不
動
産
占
有
回
復
〕
日
1de
vi
特
示
命
令
」
ロ
ー

マ
法
研
究
会
（
平
成
二
九
年
七
月
二
八
日
、
於
上
智
大
学
）

②
m
o
r
i
b
u
s
 
deductio 
(Cic. 
p
r
o
 C
a
e
c
i
n
a
 
X, 2
7
)
 
e
 l'interdictum 
u
n
d
e
 
vi, 
7
1
e
m
e
 Session 
d
e
 la 
Societe 
international 
F
e
r
n
a
n
d
 d
e
 

V
i
s
s
c
h
e
r
 p
o
u
r
 l'Histoire 
d
e
s
 Droits 
d
e
 l'Antiquite, 
B
o
l
o
g
n
a
 [Bologna,Ravenna]. 1
5
 [
1
2
-
1
6
]
 
S
e
p
t
e
m
b
r
e
 2
0
1
7
.
 

ま
た
、
右
記
研
究
報
告
に
箪
者
が
至
る
過
程
で
は
、
法
学
会
秋
季
学
術
講
演
会
で
の
講
演
「
実
録
・
古
代
ロ
ー
マ
占
有
訴
訟
|
ー
＇
キ
ケ
ロ
「
カ
エ
キ
ー

ナ
弁
設
」
に
見
る
陪
審
」
（
平
成
二
七
年
―
二
月
一

0
日
、
於
京
都
大
学
）
を
巡
る
諸
賢
と
の
学
問
的
対
話
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
参
加
者
各
位

き
く
寄
与
し
た
点
、
深
謝
し
て
明
記
し
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
B
）
（
一
般
）
課
題
番
号
一
六

H
O
三
五
三
五
、
基
盤
研
究

(C)
（
一
般
）
課
題
番
号
一
六

K
o


